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神奈川県産烏類目録について

中 村 Tlj 
、ピ‘

日本）為学会は、昭和46年6月、学会誌「烏」 89号に日本烏類目録第5版編媒中間報告と

して新しい日本産几類の目録を掲載し、従来の目録を大幅に変更して同目録第5版に収録

する日本産）．刃頬68科478種を単位として和名、学名及びこれらの配列Ji厠字を発表した。夏

に日本野島の会では、学名配列上の位骰及び和名の変更など同学会が若干の手刷しをした

ものを、同会発刊の機関紙「野島」 304号に掲載した。現在のところ日本）為類目録第5版

にこの形で採用される予定である。これにより従来の総称名と標準和名の混同は 一部避

けられたが、何故か「カモメ」のように従来の和名が生きており、なお問題は残ってい

る。

神奈川貼産、烏類目録においても、分類、配列など以上の諸点に原則的に準じている。唯

昭和46年に日本で初めて相模洒で記録されたハシグロクロハラアジサシのように目録にな

い種類も含めた。昭和46年以降現在まで、数種の、1品が新らたに記録されている。

したがって亜種単位で従来本県から記録されているオオカワラヒワ、カラアオジ、シチ

トウメジロ、オオムジクイ、オオアカハラ、ホオジロノヽクセキレイその他は目録から消え

る。なお、記載中 Rは留烏、Sは以品、Wは冬烏、 Trは旅烏、Stは迷烏を意味してい

るが、あくまでも本県を中心に考えた場合であり、例えば迷烏の取扱いでもその明確な規

準はなにもなく判断に迷うことが多い。しかも本県産の，I為類生息状況が全て解IJlされてい

るわけでは決してなく、渡り区分の取扱いについては、推定の面も多く将来にわたって大

幅に修正されるであろう。同時にこのことは種の目録採mに当り筆者自身の判断で選択が
なされている点にも当てはまることである。

この目録は、最近のものとしては、杉崎一雄(1958 酒匂川河口のシギ、 チドリ類）、

柴田敏隆（1964 丹沢山塊）、同（1965 三浦半島）、 田代道弥（1969 県西部）、 中村一

恵(1971 相模湾）、高山一彦（未公表、リ担全般） らによる目録を参考に、諸氏の記録を

染秋したもので、種別に分布生態の節単な解説を加えたものである。

この中にはかって古く横浜から記録されたが、現在ではほとんど渡来していないトキ、

コウノトリ、ヘラサギ、ク ロトキ、ナベヅル、ガン類なども含めた。かってはこれらの大

型の水島が生息可能であった時代があり 、これらの、I油が姿を消して久しい事実は重要であ

り、、1油相の変化にみる時代の流れを知る一つのバロメーターとなろう。

近年、 三浦半島からミサゴが姿を消し、カ ワセミが平野部から大きく後退した一方、コ

シアカツバメが北上し、オナガが分布拡大をした。更に外国産のヒメアマッパメも定着し

た。また、イ ワシ生笠に寄食するオオ ミズナギ ドリの接岸も著しく、生笠のイ ワシを求め

て越冬コサギが海岸に進出した。、島の生活そのものは決して固定的ではない。時の流れと
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ともに我々の気づかぬうちに、1,:いの生活そのものも変化する。

この目録が必ずしもそのような点に特別留意して書かれたものではないが、これを機会

に将来目録そのものも改めるべき点は改め、更に完艇な郷土の島の姿がクローブアッフ゜さ

れれば幸いである。

常日頃、暖いご指群を賜わり 、この目録に関してもご校Ill.I賜わった煤林省林業試敷場三

品冬嗣技官に深甚の謝意を表する。

日本野烏の会横浜支部幹事泊j山一彦氏並びに平塚市博物館準備事務室浜口哲ー氏は、そ

れぞれ未公表の県下全般にわたる），；；類H録および観察データの参照を許された。また野毛

山動物園堀浩、大阪既両獣医は各地からの），M類記録を提供され、日本野島の会会只矢田孝

氏は本目録に使用した生態写真をご提供いただいた。上記の方々にもあわせ心よりお礼申

しあげる。
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神奈川県産鳥類目録

アピ目 (GAVIIFORMES) 

1. アピ科 (GAVIIDJE)

アビ）属 cc{/via)

1. アビ G{/viast ell at a 

全北区の北緯83度と47度の範囲に繁殖。冬

、烏として全国（北悔道では旅、店）の沿岸に渡

来する。貼下では相模柄沿洋に観察される

が、オオハム、シロエリオオハムに比べて少

ない。 (W) 

2. オオハム Cnui{/(Irclic{/ 

旧北区北部と新北区の一部の北緯74度と59

度の範囲に繁殖。冬肋として全国（北海道で

は旅烏）の沿岸に渡来する。日本悔側に比較

的多く越冬するがシロエリオオハムよリ少な

い。県下各地の涌炸で観察されるが、相模柄

沿岸に比較的多い。 (W) 

3. シロエリオオハム Gaviafx1cijicn 

アラスカ、カナグ北部に繁殖。冬烏として

全国（北海道では旅），ば）の沿岸に渡来するが

太平洋側では、オオハムより本稲の方が多い

とされる。 (W) 

4. ハシジロアビ Gaviaadamsii 

全北区北部の北緯76疫と63度の範囲に緊

殖。わが国へは冬、島として渡米するが多くは

北日本にみられる。県下では相模洒からの記

録が 1例あるのみでまれである。 (St) 

カイップリ目 (PODICIPEDIFORMES)

？． カイップリ科 (PODICIPITID氾）

カイップリ屈 (Podiceps) 
5. カイップリ Pndicepsmficollis 
旧北区、エチオビア区、東洋区の北緯59度

と南緯35度の広い範囲に繁殖。わが国ではほ

ぽ全国の湖沼、池‘附に生息し繁殖する。県下

各地で競察される。 (R) 

6. ハジロカイップリ Podice/Jsnigricollis 

全北区とエチオピア区の北緯62度と南緯35

度の広い範囲に繁殖わが国へは冬烏（北海道

では旅島）として渡来し、海岸、河口に小群

で越冬する。小田和湾で1羽 (1970• 24/}JJ）、

痴 lJ沖で1羽（1971• 5/1)を観察した。(W)

7. ミミカイップリ Podice/Jsauritus 

全北区の北緯69度と45度の範囲に繁殖。ゎ

が国には、冬島として沿岸に渡来するが北日

本に多く 、南日本では少ない。江の応(1923・

23/ 11 :即 l|次郎氏）の記録がある。 (W) 

8. アカエリカイツブリ

Por/iceps griseige11a 
(pl. 1. fig. l) 

全北区の北緯69度と40度の範囲に繁殖。北

悔道では繁殖するものもあるが、本外'|以南で

は冬島として渡来する。貼下では主に相模湾

沿岸一幣で餓察されるが、芹ノ湖など山地の

湖沼にも少数が渡来する。鎌介腰越沖 1羽

(1968 · 25川）、葉山真名瀬 1 羽 (1968 •11/11)、三

浦半島黒崎の昴1羽（1969・24/I)など、(W)

9. カンムリカイツブリ Podice/1seris/a/us 

In北区、東洋区、エチオヒ ア゚区、オセアニ

ア区の北緯66度と南緯46度の広い範囲に繁

殖。多くは冬烏として全国の海岸湖沼に渡来

するが南H本には少ない。近年胄森限で繁殖

が確認された（野烏 316号）。三浦半，鳥荒崎

沖4羽 （1971• 10/ I)。 (W)

ミズナギドリ目

(PROCELLARIIFORMES) 

3. アホウドリ科 (DIOMEDEID氾）

アホウドリ屈 (Diomedea)

10. アホウドリ Diomedeaalbatrus 

伊豆諸島の、し切品、尖閣列島にのみ繁殖し、

数はごく少ない。本）I，1沿岸ではまれで、相模

柄から 1例があるのみ。 (St) 

11. コアホウドリ Diomedeaimnwtabilis 

ミッ ドウェー品、レイサン島、カリフ ・ャル

ニア半島沖合の島などに繁殖。北太平洋に広

く分布するが、非繁殖期には通常北緯35度～
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40度より北に留まる。、店島で繁殖していたこ

とがある。 (St) 

12. クロアシアホウドリ

Diomcdea nigripes 

北太平洋に広く分布し、ハワイ諸島、マー

シャル諸品に繁殖。わが国では伊豆諸島の烏

）品で少数が繁殖するが、本外1沿岸ではまれで

ある。相模湾（原都大学 Coll.)、大雄付近（19

21 • 25/ I)の記録がある。 (St) 

4. ミズナギドリ科 (PROCELLARIID巫）

シロハラミズナギドリ｝函 (Plerodroma)

13. シロハラミズナギドリ

Plerodroma hy/Jo/euca 

熱帯太平洋に繁殖。わが国では、小笠原諸

島などに繁殖するが、本朴1沿岸では多くは大

型台風の通過後に記録される。茅ケ崎(1903・

D()、鎌介由比ケ浜（1940・21/11)のほか最近で

は横浜市港北区(1972• 18/≪)と港南区（16fr,;)

で各1羽が台風通過後に捕獲された（中村 19

73)。 (St)

オオミズナギドリ屈 (Calo11eclris)

14. オオミズナギドリ

Ca/011eclris leucomelas 

l1本、中国、朝鮮の沿岸離島に繁殖し、冬季

南日本、東シナ悔で越冬する。相模湾で最も普

通のミズナギドリでその数も極めて多い。(S)

ミズナギ ドリ］函 (P1t/finus)

15. オナガミズナギドリ Pufji皿s/Jacijicus 

熱堺太平洋の諸島に繁殖。わが国では、小

笠原諸島で繁殖しているが、本州近海ではご

くまれである。 相模洗(1羽雄、皿；京都大

学 Coll.)。 (St)

16. アカアシミズナギドリ

Pufji1111s cameipes 

ニュージーランドとオーストラリア近海の

離品に繁殖し、春から夏にかけて西太平洋の

熱帯海城を経由し、日本近海沿いに北部北太

平洋まで渡る。江の島東方沖 (2羽、 1921• 
2/v)。 (Tr)

17. ハイイロミズナギドリ

Pufjiiuus grise11s 

南緯40度と55度の範囲にある諸島に繁殖。

わが同では、春から初区にかけてn本近海を
北上する旅烏である。 (Tr) 

18. ハシボソミズナギドリ

Pu.{(inl(S leJII↓irost ris 

オース トラリア南東沿岸と付近の離島に繁

殖し、北半球に渡り越虹する。H本近海へは

賽から初反にかけて出現する旅島で、悔岸近

くでも観察されるが沖合いに多い。 (Tr) 

19. コミズナギドリ P11Jjin11snativitotis 

熱帯太平洋に繁殖し、周年繁殖地付近に留

まるらしい。わが国では小笠原諸島で繁殖す

るものもあるが、本州近海ではごくまれであ

る。 相模湾 (2羽）。 （St) 

5. ウミッパメ科 (HYDROBATIDJE) 

ウミッパメkli(Ocea11odro111(/) 

20. ハイイロウ ミッバメ

Oceanodroma/Itreat(/ 

千島列品、アリューシャン列）泣、北アメリ

カ沿岸に繁殖する北方種。日本近悔にはまれ

に渡来する。 デ．ili三崎 1羽（1906• IlI)n (St) 

21. t::メクロ ウミッパメ

Ocea11odroin(/mo11orhis 

北太平洋に繁殖。わが国では岩手県三貫島

•福岡県沖の島で繁殖する暖悔種で、 太平洋

沿岸でみられる。 (St) 

22. クロコシジロウ ミツバメ

Ocea11odroma caslro 

ハワイ諸島、 ガラパゴス諸品など北緯40度

と南緯16度の範囲に繁殖。わが国では本州北

部の離島に繁殖し、中部以北の太平洋岸にも

飛来する。 横須袈港内 (1629• 14/ X)。 (St) 

23. オーストンウミッパメ

Ocea11odroma tristrami 

北太平洋中部の諸島に繁殖。わが国では、

伊豆七島、小笠原諸品の一部に繁殖し、本州

近浦にも飛来する。 （S) 

24. クロウミ ッパメ

Oceanodroma ma!s11dairae 
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硫黄列品の特座種で、北硫政は；、南硫裟品

でのみ繁殖する。春季、アジア沿岸、インド

洋に北上し、本州近悔では相模柄（1921)と

宮城県下 (1956)の記録がある。 (St) 

ペリカン目 (PELECANIFORMES)

6. ネッタイチ ョウ科

(PHAETHNOTIDJE) 

ネッタイチ ョウ屈 (Phaethon)

25. アカオネッタイチ ョウ

Plwetho11 rubricauda 

熱帯太平洋に広く分布し繁殖する。わが国

へはまれな迷烏として出現し、多くは大型台

風に運ばれ内陪に迷行した記録である。リ，し下

では、1972年9月19H、台風20号により江の

品付近に迷行した幼島1例（中村 1973) が

あるのみ。 (St) 

1． カツオドリ科 (SULID.lE)

カツオドリ屈 (Sula)

26. カツオドリ Sulaleucogaster 

熱帯太平洋に繁殖。わが国では鹿児島県草

垣品、伊豆列品スミス品、小笠原及び大山列

品、琉球諸品で繁殖する。県下では1970年3

月15日、強い温帯低気圧の通過直後、横浜港

ノースピア付近で保護された1羽の記録があ

るのみ。 (St) 

8. ウ科(PHALACROCORACID氾）

ウ）屈 (P!ta/acrocorax)

27. カワウ Plialacrocoraxmrbo 

南アメリカを除くほとんど全世界に分布す

るコスモボリタンで、北緯72度と南緯47度の

広い範囲に繁殖。全国の内陸や海岸近くの林

に媒団で繁殖する。県下に繁殖地はなく 、現

在のところ、松平頼孝氏 (1915)による藤沢

市片瀬川河口の記録のみと思われる。 (W) 

28. ウミウ PJ,a/acrocoraxcapil/alus 

シベリア東部、朝鮮に繁殖。わが同では本州

北部以北に繁殖し、冬季、全国の沿作で越冬す

る。県下各地の海岸に普通にみられる。(W)

29. ヒメゥ Plwlacrocomx/Je/agicus 

北部北太平洋に繁殖。わが国では本州北部

以北に繁殖し、冬季全国の沿船に越冬する。

相模湾沿芹で普通に観察される。 (W) 

9. グンカンドリ科 (FREGATID巫）

グンカンドリ屈 (Fregala)

30. コグンカンドリ Faegalaariel 

熱帯太平洋諸島に繁殖。わが国では多くは

大型台風の通過後、悔岸あるいは内陸で観察

されたり記録されるがまれである。太平洋片：

に記録が多い。近年では、東京湾で1羽（1972・

24/r<)が観察され、 翌25日には本稲と思われ

る2羽が鎌介市由比ケ浜悔i・,1：：に飛来した（中

村 ・林 1973)。 (St) 

コウノトリ目 (CICONIIFORMES)

10. サギ科 (ARDEID氾）

サンカ ノゴイ~,J!, ( Bot(II(I•I(S) 

31. サンカ ノゴイ Botaurussle//aris 

旧北区、エチオビア区の北緯61度と34度の

範囲に繁殖。わが国では北海道で繁殖するも

のもあるが、本州では冬ぶじで数は少ない。県

下からは横浜（1883・]l)からの古い記録の

他、籾山徳太郎氏(1917)の目録にある。(W)

ヨシゴイk?:,(lxobryc/1/(s) 

32. ヨシゴイ lxobryc/111ssinensis 

東1日北区の一部と東洋区に繁殖。わが国へ

は、夏烏として渡来し、各地の水田、湿地、

池沼畔な ど水辺に生息し繁殖する。酒匂）l|河

ロ(1968• 3 /11)、鎌介深沢（1968• 16/ V)。(S)

33. オオヨシゴイ !xobrychus e11rliyl/11nus 

アジア東南部に繁殖し、東南アジアで越冬

する。わが国には本州以北に反島として渡来

するがヨシゴイより少ない。横須賀（1950• 

沢：柴田敏隆氏）、箱根強羅ー大i勇谷（1958・

8 Ix :田代道弥氏）の記録がある。 (S) 

ミゾゴイ屈 (Corsa/tius) 

34. ミゾゴイ Gorsakiusgoisagi 

日本特産種。平地から低山梢の深い森林に

繁殖し、冬季台湾、中国南部、フ （リッ ピンな
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どに渡るが温暖な地方では越冬するものあも

る。県下各地で観察されるが多くはない。(S)

ゴイサギ屈 (Nycticorax)

35. ゴイサギ Nycticora.r11ycl icora., 

オセアニア区を除くほとんど全世界の北緯

50度と南緯50度の広い範囲に繁殖。わが国で

は本州以南に多くは留店として生息するが、

一部漂烏である。県下各地に媒団で繁茄し、

三浦半島小田和湾では夕刻生笠に飛来し、カ

タクチイワシを食べている。 CR) 

ササゴイ屈 (Bulo rides) 

36. ササゴイ Butorid硲 stria/us

(pl. l. fig. 2) 

旧北区東南部、エチオピア区、新熱帯区、オ

セアニア区の広い範囲に繁殖。わが国へは本

少卜1以南に反烏として河川、沼沢地などに渡米

し繁殖する。茅ケ崎 （195'1-.28/心、洒匂川河

口5羽 （1968• 11/tx)、川崎市登戸多摩川1羽

(1973 • 8ハn)など。 ¥S) 

アマサギ）属 (Ardeo/a)

37. アマサギ Ardeola ibis 

(pl. 1. fig. 3) 

原産は1日北区南部、東洋区、エチオピア区で

あるが、近年オーストラリア、アメリカに分布

が拡大した。北綿40度と南緯35度の広い範囲

に繁殖する。わが国へは夏島として水田、湿

地などに渡来するが、海岸へは出ない。わが

国でも近年生息地が北へ拡がる傾向にある。

南日本では少数が越冬する。厚木市郊外4羽

(1969. 11/11)、同数羽 （1973.24/11)。 (S) 

シラサギ屈 (fgre/la)

38. ダイサギ 1:.・gretlaalba 

ほとんど全世界の北緯50度と南緯44度の広

い範囲に繁殖。わが国には本朴1以南に夏、烏と

して渡来し旗団で営巣するが、温暖な地方で

は越冬するものもある。冬烏として渡来する

オオダイサギ （／；．（1.alba)の古い記録（横

浜）があるが、県下で観察されるものは、大

部分はチュ ウダイサギ (/:・.a. modes/a)で

ある。 CW) 

39. チュウサギ じ'greltaintermedia 

(pl. 2. fig. 1) 

,n北区の一部、東洋区、エチオヒ ア゚区、オ
セアニア区に繁殖。わが国へは反烏として渡

来し、 本）9|•|以南の平地の竹林や雑木林に他の

サギ類に混ざり、コロニーをつくって繁殖す

る。鎌介市深沢3羽 （1968.25/ 11)、三浦半島

笠島数羽（1973.21/[(涌岸進出）など。 (S) 

40. コサギ l•、.ire/la garzella 

(pl. 2. fig. 2) 

Ill北区南部、東洋区、オセアニア区とエチ

オピアの一部の北緯50度と南緯35度の広い範

囲に繁殖。わが国では本州中部以南の林に梨

団で繁殖する。県下では最も普通のシラサギ

で相当数越冬する。卯汀下各地の水田、 湖沼、

河川、干泥などに普通で近年海j.,1道：進出が著し

く、生笠のカタクチイワシを森べる。三浦半

島小田和柄では1970年には20羽未満であった

ヵ；、1973fpには50羽（18/oc)200羽、 (2/x)、300

羽 (5/x)と徐々に数を打1した。 CR) 

41. クロサギ I’、'grellr1s(/{',.(/ 

(pl. 2. fig. 3) 

南アジア沿炸、太平洋諸島、オーストラリ

ア、ニュージーランドに分布。わが同では暖流

沿岸にみられ、太平洋側では房総半島まで日

本海側では山形県まで北上している。沿礁悔

iドに生息し、内陸に入ることはない。 厳冬期

にぱ群れをつくる。例えば、笠島17羽（1968

• 31/ I)県下では城ケ島、 哀約半島で繁殖す

る。 CR)

アオサギ屈 (Ardea) 

42. アオサギ Ardea ci11erea 

IIJ北区、束洋区、エチオピア区の北緯64度

と南緯35度の広い範囲に繁殖。わが国では、

北海追と四国以北の本州に繁殖する。県下へ

は非繁殖期に出現するが少ない。昆沙門(19

64・28/x :野）』の会横浜支 ・報 No.53)、荒崎

(1968. 14/,1)、小田和洲~ (1970 • l9j¥l)、相模川

河n(1972 • 23/[(:野、l.'.tの会横浜支 ・報 No.
97)など。 (W) 

43. ムラサキサギ Ardea j}ur/mrea 

Ill北区、東洋区、エチオヒ ア゚区の北緯35度
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と南緯35度の範囲に繁殖。わが国では、沖縄

諸島南部の湿地でよくみられるが、それ以外

ではまれな冬底か迷）為である。県下からは横

浜市小机 （1918・X)の古い記録のみ。 (St) 

11. コウノトリ科 (CICONIIDJE)

コウノトリ屈 （Ciconia)

44. コウノトリ Ciconiaciconia 

Iii北区の北緯60度と30艇の範囲と南アフリ

力に少数が繁殖。わが国では古くから生息し

ていた個体群は滅び、現在ではまれに少数が

大陸から冬烏として渡来するのみ。横浜から

の古い記録があるのみである。 (St) 

12. トキ科 (THRESKIORNITHIDJE) 

ヘラサギ屈 （Plata/ea)

45. ヘラサギ P/atalea/eucorodia 

ill北区、東洋区、エチオヒ゜ア区の北緯53度

と10度の範囲に繁殖。現在わが同では1鹿児ふ＇i

荒崎が唯一の定期的渡来地で、その他の地方

ではごくまれな冬店である。横浜からの古い

記録 (1880・:xr)があるのみ。 (St) 

トキ屈 (Nipponia)

46. トキ Nipponianippo11 

かって東Ill北区東部に分布していたが現在

の状態は不明。わが国ではかって日本各地に

分布していたが、現在では佐渡ケ島に少数が

生存する。リ＆下からは横浜からの古い記録が

あるのみ。 (St) 

クロトキ屈 CT/Jres!(iornis) 

47. クロトキ Threshiomismela11oce/;hala 

インド、東南アジアに繁殖。江戸時代には埼

玉県野田熟山で繁殖していた記録もあるが現

在では冬烏として幼、I)がまれに渡来する。 貼

下では横浜からの古い記録があるのみ。(St)

ガンカモ目 (ANSERIFORMES)

13. ガンカモ科 (ANATID.lE)

コクガン屈 (Bran/a)

48. シジュウカラガン Branlacanade11sis 

新北区北部（以前は1「I北区北東部にも）の

北緯70度と37度の範囲に繁殖。現在わが国で

はごくまれな冬品として渡来する。横浜から

古い記録 (B.b. minima)があるのみ。（St)

マガンkl!.(Auser) 

49. マガン Anseralb枡011S

全北区北部の北綽76度と 64度の範囲に繁

殖。わが国には北海道から九少Iiまでの水田、

湖悧、悔粋などに冬）為として渡来するが、近

年非常に数が減っている。貼下からは籾山徳

太郎氏 (1917)の目録にあるのみ。 (St) 

50. カリガネ A11ser erytl1rop11s 

Ill北区北部の北緯74度と65度の極北部に繁

殖。わが国にはまれな冬烏として渡来する。

横浜（1876・I)の古い記録があるのみ。(St)

51. ヒシクイ A11ser f,(lbolis 

Ill北区北部の北緯80度と 49度の範囲に繁

茄。わが国では北悔道から）砂I｛までの広い水

nl、湖沼、河川に冬、I，心として渡来する。県下

からは、旧代道弥氏（1969)の日録による箱

根からの記録があるのみ。 (St) 

52. ハク ガン 1111sercaerulesce11s 

新北区北祁と、Ill北区の一部、北緯76度と

66度の範囲に繁殖。現在わが国では、まれに

冬烏として渡来する。 横浜(1882• Ill)から

の古い記録があるのみ。 (St) 

53. サカ ッラガン Ansercyg110id 

Ill北区東北部で繁殖。かってわが国へは定

期的に渡来したが、現在では冬、島としてまれ

にマガンなどの群れの中にみられるのみ。県

下では横浜からの古い記録があるのみ。(St)

ハクチョ ウ1,1¥(CJ，g//US) 

54. コハクチョ ウ Cygnuscol11mbia11us 

Ill北区北部、北緯74疫と 61度の範囲に繁

殖。わが国には冬島として渡来するが地方に

よってはオオハクチ つウ C. CJ,gmISより渡

来数は多い。県下では1971年12月 5日、海老

名市河原口付近の相模川で、強い温幣低気圧

の通過直後疲労して保護された幼、応1例があ

るのみである。 (St) 

ックシガモ｝函 (T(l{lorna)

55. アカックシガモ Tadornafermginea 

- 9-



旧北区南部の北緯53度と 25度の範囲に繁

殖。わが国へは本州、九州などに冬烏として

渡来するが少ない。県下からは相模川厚木雌

1羽（1969• 5 / r :証野伸二 1969)の1例の

み。 (St)

56. ツクシガモ 7̀（↓（lonlatadorIIO 

旧北区南部と西部の北緯59度と27度の範囲

に繁殖。わが国には冬）為として有明海沿岸や

九州には定期的に渡来するが、その他の地方

ではまれである。県下では横浜からの古い記

録があるのみ。 (St) 

オシドリ屈 （Aix)

57. オシドリ Aix galeriwlala 

アジア栢束部に繁殖。わが国では全国の山

地の水辺にある樹洞で繁殖する。その他北方

から冬）為として渡来するものもあり、山地の

湖沼、渓流に多く 、海岸でみることはまれで

ある。県下では箱根芹ノ湖に多い。 (W) 

マガモ屈 (Anas)

58. マガモ Anasptalyrhyncha 
全北区の北綽70度と20度の範囲に繁殖。ゎ

が国では北悔硝と本）卜1中部以北の亜高山帯の

湖附で繁殖するが、多くは冬烏として渡来す

る。 肌下では冬烏で、芹ノ湖、相模湖など、

淡水の湖沼に飛来する他、河口、海上でも普

通に飢察される。 (W) 

59. カルガモ Anas />oecilorhyncha 

シベリア南部、中国、東南アジア、インド

などに繁殖。全国の湖沼、水田、河川などの

湿地に繁殖する。県下各地に留烏として普通

に生息する他、冬季、相模柄沿岸一帯の海上

でも観察される。 (R) 

60. コガモ Anascrecca 

(pl. 3. fig. 1) 

全北区の北緯73度と37度の範囲に繁殖。ゎ

が国では本州北部の高地で少数が繁殖する

が、全同の湖沼、河川、海岸などに多くは冬

）沿として普通に渡来する。横浜市磯子約80羽

(1969・13/I)、横浜市三浜園雌雄各3羽 (1970・

2/1)、横浜市磯子約200羽 (1971.16ハ） な

ど。 CW)

61. トモエガモ A11as formosa 
シベリア東北部に繁殖。わが国へは冬烏と

して渡来するが、本州中部以西および北九州

に多い。県下ではまれな冬、し心で和模原貯水池

で雄1羽（1974• 31/ I：秋月祐司氏観察）の

記録があるのみと思われる。 (W) 

62. ヨシガモ AIIasJnlc{lln 

シベリア束南部、 モンゴルなどに繁殖。ゎ

が国では北悔道に少数が繁茄するが、多くは

冬烏として渡来する。東床湾に多く（梢棲幸

保氏 1965)、走水沖で雄 1羽(1970• 28/ I) 

を観察した。 (W) 

63. オカヨシガモ Anas slrepera 
全北区の北緯66度と30度の範囲に繁殖。ゎ

が国では、北海追に少数が繁殖しているが多

くは冬烏として渡来し、数は多くはない。酒

匂川河口沖雌1羽(1960• 28/ I :杉崎一雄氏

1968)の観察記録がある。 (W) 

64. ヒドリガモ An｛↓spenelo/Je 
旧北区北部の北緯73度と 48度の範囲に繁

殖。わが同には冬島として渡来し、海岸、湖

沼、河川などに普通。杉崎一雄氏(1968)に

よる酒匂川河口雌1羽(1956.19/心、同雌l

羽(1959• 5は）の記録の他、相椋原貯水池1

羽(1971• 28/ I'.野島の会横浜支・報 No.90) 

でも観察されている。 CW) 

65. オナガガモ Anasacuta 

全北区の北綿73度と35度の範囲に繁殖。ゎ

が国へは全国の悔岸、湖沼、河川などに冬烏

として普通に渡来する。原下各地で観察され

る。 (W)

66. シマアジ Anasquer(JItedItl“ 

旧北区の北緯64度と35度の範囲に繁殖。ゎ

が国には全国の湖附、河川、汁i}やなどに春と

秋に姿をみせる主に旅）品であるが、多くはな

い。酒匂川河口沖雄1羽 (1958.IO/ ~ :杉崎

一雄氏 1968)、相模原貯水池(1970• N :麻

布獣医大野烏研観察）。 （Tr) 

67. ハシビロガモ An（↓sclypeata 
全北区の北緯73度と35度の範囲に繁殖。ゎ

が国には冬烏として渡来する。海上でもみ
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られるが淡水を好む。走水沖で数羽（1970• 

叫）を観察した。 CW) 

ノヽ ジロ屈 (Aythya)

68. ホシハジロ Aythyr.↓ferina

In北区の主に北綽60度と 45度の範囲に繁

殖。sporadicな繁殖は更に南で行なわれる

ことがある。わが国には冬烏として渡来し、

淡水の湖沼を好み海上に出ることは少ない。

箱根芹／湖で雌l羽（1973• IT)が記録され
たo (W) 

69. アカハジロ Aythy（↓如eri

束l~I北東部の狭い範囲に繁殖。わが国には

冬島として北海道、本州に渡来するが少な

い。県下では、横浜からの古い記録があるの

み。 (St)

70. キンクロノヽジロ Aythyafulig↓Ila 

Ill北区の北緯70度と45度の範囲に繁殖。ゎ

が同では北海道で繁殖するものがあるが、多

くは本州以南に冬島である。県下では、箱根

仙石原、芹ノ湖、相模原貯水池、三浦半島小

松ケ池など、淡水の湖沼に渡来する。 CW) 

71. スズ）j｛.Aythya rnarilri 

(pl. 3. fig. 2) 

全北区北部の北緯74度と 50度の範囲に繁

殖。全国に冬）心として渡来する。特に東京湾

に多く 、相模砂jでは河「I、洗内で餓察され

る。酒匂川河「1雌幼鳥1羽 (1971• 7 /)J)、小

叫 11柄雌2羽 （1971.24/)J)。 (W) 

クロガモ）)J!,(Melani/ta) 

72. クロ）jモ Melat/.ittanigra 

IFI北区北部と新北区北西部の北緯75度と50

度の範囲に繁殖。わが国へは全国の海岸に、

冬、I，油として多数渡来する。真鶴海岸雄1羽、雌

1羽（1970• 6 / I)、走水沖5羽（1970• 19/ I)、

三浦半島小rn和洗雄1羽、雌13羽（1971・24/)J)
など。 (W) 

73. ビロウドキンクロ Melanttafusca 
全北区北部の北緯7l度と岱度の範囲に繁

茄。わが国には冬、島と して全国各地の海岸に

渡来するがあまり接岸しない。県下では大楠

涌岸、城ケ島、三浦涌岸など相模洒側三浦半

島一；幣、磯子区杉田沖などの東京病で観察さ

れる。 (W) 

シ／リカ゚ モ屈 (Histrionic↓↓s)

74. シノリガモ llislrionicushistrionietts 

全北区の北緯70度と40度の範囲に繁殖。ゎ

が国には冬、1品として渡来し、北日本に多い。

波の荒い磯に好んで住む。

杉崎一雄氏 (1968)による洒匂川河口 3羽

(1958 ・苅～X1[）、 同2羽(1962• II) の記
録の他、江の）、．h(1914・201}J、1921・19/I)、策山

(1962・ 18/ I)、横須奴久里浜（1963・I)及び：：：：

浦悔岸雄 4 羽、雌 4 羽（1969 • 1 / I :野烏の会

横浜支 ・報 No.78)などがある。 (W) 

ホオジロガモk],(Buce/Jhala) 

75. ホオジロ ガモ Buce/Jhalaclangula 

全北区の北緯70炭と45度の範問に繁殖。ゎ

が国へは全国の湖沼、河口、海岸などに冬烏

として普通に渡来する。県下では各地の悔岸

で観察されるが比較的少ない。 CW) 

アイサ）屈 (Mergus)

76. ウミアイサ Mergusserralor 

(pl. 3. fig. 3) 

全北区北部の北緯75度と 45度の範囲に繁

殖。わが国には冬島として渡来する。主に悔

上を好む。天神品雄1羽 （1969• 29/w)、小田

和病雌1羽(1971.24は）、荒崎沖2羽 （1972・

叫）など。 (W) 

77. カワアイサ Mergusmerganser 

全北区の北緯71度と30度の範囲に繁殖。ゎ

が国では、北海追で少数が繁殖する。多くは

冬島として主に内陸の河川、湖沼に渡来する

が多くはない。リ街下では、東京洒、相模湾相

校川河口からの採集記録がある。 (W) 

ワシタカ目 (FALCONIFORMES)

14. ワシタカ科 (ACCIPITRID~)

ミサゴ屈 （Pandion)

78. ミサゴ Pandionhaliaetus 

南アメリカを除くほぼ全世界の北綽69度と

南緯44疫の広い範囲に繋殖。わが国には全国

に分布し繁殖するが、近年著しく減少した。江
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の島～片瀬で1羽（1949・20/IX :三島冬嗣氏）

を観察している。1960年頃は三浦半島の剣崎、

毘沙門、上宮田一幣で冬季観察され、洒匂川

河口でも1956~62年にかけて氾録されていた

（杉崎一雄氏 1968)が、近年はほとんど姿を

消した。最近では三nII半島黒崎の昴で1羽

(1970 • 11パ ：野），炉の会横浜支 ・報 No.83)、

東京湾沖ノ島で2羽（1972• 8/x)が観察さ

れた。 (W) 

ハチクマh国(Pernis)

79. ハチクマ Pernisapivorus 

旧北区と東洋区に繁殖。わが国には、本）•I•I

中部以北に夏烏として渡来し、森林に繁殖す

る。渡りのときは、大群で本州沿いに南下す

る。県下では少なく丹沢長尾々根で1羽(1967

• 25f11 :野）品の会横浜支 ・報 No.69)の観察
記録があるのみ。 (S) 

トヒ属 (Milvus)

80. トビ Milv1ヽs1nigrans 

旧北区、東洋区、エチオヒ ア゚区、オセアニ

ア区の北緯64度と南綽34度の広い範囲に繁

殖。全国各地に周年生息し繁殖する。県下に

最も普通のワシタカ類で、汁1iiやから山地まで

広く分布する。 (R) 

オジロワシ屈 (Haliaeetus) 

81. オジロワシ Haliaeetusalbici!la 

旧北区と新北区の一部、北緯75度と34度の

範囲に繁殖。わが国では北海追に繁殖するも

のもあるが、多くは冬応として渡来し本外I以

南にも渡る。県下からは籾山徳太郎氏(1917)

の古い記録がある。 (St) 

82. オオワシ Haliaeetus/Jelagicus

分布城は狭く 、I「I北区東北部沿悔地方の一

部に繁殖。わが国には冬島として渡来するが

数は少なく 、本）9|9|以南ではまれである。県下

では1959年12月1日、 伊勢原市馬渡で採』ささ

れた 1例（野島の会横浜支 ・報 No.28)が

あるのみ。 (St) 

ハイタカ屈 (Accipiter)

83. オオタカ Accipitergentilis 

全北区の北緯70度と30度の範囲に繁殖。全

国の低山幣森林に繁殖し、秋冬には、低地に

も出現する。県下では丹沢 ・箱根の山地で観

察されるが多くはない。 (R?) 

84. ツミ Accipitervirgat 11s 

アジア東部に繁殖。わが国では、四国以北

の低山帯の林で繁殖し、秋に全国の低山や低

地の林に源行するが少ない。箱根（田代道弥

氏 1969)から記録がある他、丹沢ヤビツ峠ー

札掛で1羽（1969• 4 / I)を観察した。 (R?) 

85. ハイタカ Accipiternisus 

旧北区の北緯70度と25度の範囲に繁殖。全

国の山地の森林に生息し、秋冬には平地に漂

行する。丹沢札掛で 1羽（1968• 6 / I)を観

察した。

／スリ屈 (Buteo)

86. ノスリ Buteobuteo 

(R?) 

旧北区の北緯66度と15度の範囲に繁殖。ゎ

が国では北海道から九州までの山地に繁殖

し、冬季低地へ漂行する。例えば、戸塚区瀬

上池1羽(1970• 19/ I)。県下各地の山地で、

観察されるが多くばない。 (R) 

サシバ屈 (Bulaslur)

87. サシバ B11taslurindiws 

アジア東部に繁殖し、東南アジアに越冬す

る。わが国では、本州以西に互烏と して渡来

い低山の森林で繁殖。秋季九州、沖縄を大群

で渡る。しかし、近年は例えば徳之島では例

年初秋に南下する大群がほとんど見かけられ

なくなった（平久長氏による）。県下各地の低

山で観察される。 CS) 

クマタカ)il,(Spizaelus) 

88. クマタカ Syizaetusnipalensis 

アジア東南部に分布する大型のタカ。日本

がその分布北限で、北海道、本州、 ）L小1iの山

地に繁殖するが多くはない。冬季もあまり移

動しない。県下では丹沢の札掛付近で観察さ

れるが多くはない。 (R?) 

イヌワシJ函 (Aquila)

89. カラフトワシ Aquilaclanga 

1|」北区と東洋区の一部の北緯64度と45度の

範囲に繁殖。わが国では極めてまれな迷烏で
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横須袈市久里浜（1952.21層 ：三島冬嗣氏

1956)の1例があるのみ。 (St) 

チュウヒ屈 (Circus)

90. ハイイロチュウヒ Circuscyaneus 

全北区の北緯70度と30度の範囲に繁殖。ゎ

が国には北海道から奄美大島まで渡来する冬

烏で、チュウヒより少ない。県下からは小田

原（1884・I)での古い記録があるのみ。 CW) 

91. チュウヒ Cirwsaeruginosus 

111北区の北緯60度と47度の範囲に繁殖。ゎ

が国では北海道で少数が繁殖するが、本州以

南には冬烏として渡来する。県下では箱根

（田代道弥氏瞑69)に記録がある。 (W) 

15. ハヤプサ科 (FALCONIDJE)

ハヤブサ）属 (Falco)

92. ハヤブサ Falco!)eregrinus

(pl. 4. fi.g. 1) 

猛鳥類のうち最も広く分布する種類で、北

綽76度と南緯54度の広い範囲に繁殖。北方の

個体群は渡りをする。わが国では本少1•I中部以

北の断崖で少数が繁殖する。県下には、冬島

として渡来し、主に悔岸付近にみられるが、数

は少ない。藤沢市片瀬1羽 （1968・14ハ）、城ケ

島1羽(1968.20ハ）、横浜市三渓園（1969• 

l／い、真鶴半島 1羽（1970・1°/ I)など。 (W) 

93. コチコウゲンボウ Falcocolumbarius 

全北区の北緯72度と43度の範囲に繁殖。ゎ

が国へは冬応として海岸、｝農耕地、原野など

開けた場所に渡来するが少ない。県下からは

籾山徳太郎氏（1917)、 田代道弥氏(1969)

による記録がある。 (W) 

94. チョウゲンボウ Falcotinnunculu.s 

(pl. 4. fig. 2) 

ILI北区、東洋区、エチオヒ ア゚区の北緯70疫

と南緯34度の範囲に繁殖。北方の個体群は冬

季南に渡る、わが国では本ヽ川の山地の断ti祁に

北団で営巣する。県下では冬烏として渡来す

るが多くはない。横浜市本牧1羽（1968・3 /1v)、

磯子中原雄1羽(1969• 13/,)、三浦半島黒崎

の恥1羽（1973• 25/>:iI)など。 (W) 

キジ目 (GALLIFOR1¥1ES)

16. キジ科 (PHASIANID氾）

ウズラ屈（Coturnix)

95. ウズラ Cotttrnixcoturnix 

旧北区、東洋区、エチオピア区の北緯64度

と34度の広範囲に繁殖。わが国では本少！9|中部

以北の草原で繁殖し、以南では冬烏。近年著

しく減少した。例えば、多庶川畔には1963年

頃までは越冬するものが普通であった。県下

では冬季の観察例がある。策山一色（1962• 

8|9 ：野島の会横浜支・報 No.39)、毘沙門1

羽（1964•14/ B：野鳥の会横浜支・報 No.49) 

など。 (W) 

コジュケイ属 (Bambusicola)

96. コジュケイ Bambusicolathoracica 

原産地は、中国、台符で、わが国へは1919

年に移殖され本少卜1北部の多雪地幣を除く各地

と四国、九州に定消した。県下各地に普通

で、丹沢、箱根などの標窃500m位までの山

地にも進入している。 (R) 

キジ属 (Phasianus)

97. ヤマドリ Phasian1tssoem1竹erringii

本州、四国、九州のみに分布する日本特産

種。キジより標高の高い山地の森林に生息

し、聞けた腸所へは出ない。県下では丹沢・

箱根を中心に県西部の山地に周年生息する。

丹沢山々頂付近雄1羽（1968• 12/ V)、丹沢長者

舎雄1羽(1970.23/,)など。 (R) 

98. キジ Phasianuscolchicus 

(pl. 4. fig. 3) 

旧北区と東洋区の北緯52度と17度の範囲に

繁殖。わが国には、本）、1、|以南屋久島までの平

地から山地の明るい林や草原、煤耕地などに

生息する。県下では、箱根、丹沢、相模湖周

辺、厚木、三浦半島などに周年生息する。箱

根湖尻雄1羽、雌4羽（1970.12/,)、箱根仙

石原1羽 （1970• 22/XJ)など。 (R) 

ツル目 (GRUIFORMES)

17. ツル科 (GRUIDJE)
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ツIレ屈 (Grus) 

99. ナベヅル Grusmonacha 

シベリア東部、ウスリー、モンゴル北部な

どで繁殖。わが国へは冬烏として渡来する

が、定期的に飛来するのは鹿児島荒崎と山口

県八代で、それ以外ではまれである。県下か

らは横浜での古い記録があるのみ。 (St) 

18. クイナ科 (RALLID巫）

クイナ）成 (Ral/us)

100. フユクイナ Ral/11saquaticus 

旧北区と恐らく東洋区の一部の北緯67度と

27度の範囲に繁殖。わが国では、北海道で繁

殖するものがあるが、多くは本州以南に冬烏

として湖沼、河川、水田などの湿地に渡来す

る。県下各地で観察されるが少ない。 CW) 

ヒメクイナ屈 （Porza1ta)

101. ヒメクイナ Porzanapusilla 
旧北区、エチオヒ ア゚区、オセアニア区の北

緯58度と南緯47度の広い範囲に繁殖。わが国

では、本州北部以北に繁殖するが、その他の

地方では旅烏で多くはない。箱根強羅ー大預）

谷から 1羽（1958• 9 / X :田代道弥氏）の記

録がある。 CT) 

102. ヒクイナ Porxanafusca 
アジア極東部、東南アジア、インドなどに

繁殖。北海道以南に、及店として渡来し、河

川、池沼、水田などの湿地に繁殖する。久里

浜 (1951• 28/ X :柴田敏隆氏）箱根強羅ー大

i勇谷 (1958• 8/x :田代道弥氏）などで記録
されている。 (S) 

103. シマクイナ Porzanaexquisita 

シベリア東南部に繁殖し、日本、中国東南

部に越冬する。わが国へは冬），］として渡来す

るが少ない。貼下からは横浜の古い記録の他、

横須賀市佐原で雌1羽 （柴田敏隆氏 1968)が

記録されている。 (St) 

バン屈 （Galliuula)

104. パン Gnllinulachloropus 
(pl. 5. fig. 1) 

オーストラリアを除く 、ほとんど全世界の

北緯64度と南緯38度の広い範囲に繁殖。わが

国には全国各地の湖沼、水田、 河川に反屈と

して渡来するが、本州以南では冬季残る もの

もある。鎌分市深沢 （1968• JO/ IV)、横浜市三

渓園1羽(1970• 21/ I)、川崎市登戸多摩川

(1973 • 8/11: 3雛迪れ）など。 (R) 

ツ）レクイナ）函 (Callicrex)

105. ツ）レクイナ Callicrexcinere(↓ (St) 

東洋区と 1|」北区の一部に繁殖。わが国では

九州に繁殖記録があり、沖届且南部では少なく

ないが、その他の地方ではまれ。貼下からは

神奈川区篠原(1934・泣）での記録があるの

み。 (St)

オオバン屈 (F11/ica)

106. オオバン F11/icaatra 

旧北区、東洋区、オセアニア区の北緯65艇と

南緯44度の広い範囲に繁殖。わが国では、1共l

東地方中部以北において繁殖する。県下では

冬烏と思われる。箱根芹ノ湖で1羽 （1971• 

8／いを観察した他、南足柄郡和田ケ原でも雌

1羽 (1973・4/)J：採集記録）が記録されてい

る。 (W)

チドリ目 (CHARADRIIFORMES)

19. タマシギ科 (ROSTRATULIDJE)

タマシギ）函 (Rostratula)

107. タマシギ Rostratulabe11ghale11s1s 

旧北区の一部、東洋区、オセアニア区に繁

殖。わが国では関東地方以南に留肋として生

息するが、本州北部では少ない。県下各地の

水田、蓮田、 湿地にみられるが多くはない。

鎌倉市深沢雌1羽、雄2羽 （1968.17/ I')、小

田原市柏山(1973• JO/ I'5雛）、鶴巻温泉

(1973. 4 /11)、横浜市戸塚区m谷2羽 （1974• 
23/ I)など。 CR) 

20. ミヤコドリ科

(HAEMATOPODID巫）

ミヤコドリ屈 (Haemato/]11S)

108. ミヤコドリ Haematopusostralegus 
(pl. 5. fig. 2) 
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旧北区の北緯71度と36疫の範曲に繁茄。北

方の個体群は冬季南方に渡る。昔は冬、I心とし

て各地に普通にみられたというが現在ではま

れな旅鳥として主に秋に出現する。

近年の記録として、浦烈、茅ケ崎各幼）油1

羽 (1953．泣 ・三島冬嗣氏 1957)、横須奴

(1955 · 泣 • 三島冬嗣氏 1956)、横裂袈市野比

海岸 (1953• XII・柴田敏隆氏 1960)、馬堀悔

岸（1963・寺島浩一氏 1964)、毘沙門(1970

• \11 • 中村 1971 )。三浦半島毘沙門 (1973 • 

I ：矢田孝氏観察 1974・I：箪者観察）では
最近2年連続1羽が越冬した。 （St) 

21. チドリ科 (CHARADRIIDlE)

チドリ属 (Charadri,ltS)

109. ハジロコチドリ

Charadrius hiatic叫（ヽ

旧北区北部と新北区北東部の北綽82度と48

度の範囲に繁殖。わが国では渡りの季節に観

察されるがごくまれな種類である。県下から

は茅ケ崎市 (1920.17/[>()からの1例がある

のみ。 (St) 

110. コチドリ Charadri11sd11bi11s 

旧北区、東洋区、オセアニア区の北緯66度

と南緯10度の範囲に繁殖。わが国へは区）品と

して渡来し、海岸や中流以下の河原、砂礫地

に営巣する。温暖な地方では越冬するものが

少数いる。県下各地に普通。 (S) 

111. イカルチドリ Charadri11s/1/acidus 

ウスリー、中国北部、朝鮮、日本に繁殖。

北方のものは東南アジアに越冬する。全国の

河原の主に中流以上の砂礫地に周年生息し繁

殖する。県下では相模）ii、酒匂川など大きな

河川に普通に観察される。 (R) 

112. シロチドリ Charadriusal邸andri1111s

コスモポリタンで北緯57度と南緯42庶の全

世界に繁殖。全国の海岸や河川下流の砂地に

営巣し、冬季は大きな群れで生活する。県下

では相模川、酒匂川など大きな河川に繁殖し、

冬季各地の海岸で普通に観察される。 (R) 

113. メダイチドリ Charadriusmongolus 

(pl. 5. fig. 3) 

旧北区東北部に繁殖し、アフリカ、マダガ

スカル、インド、東南アジアなどに渡る。ゎ

が国へは、旅、烏として、河口の7こi潟、砂洲な

どに渡来する。酒匂川、相摸川などの大きな

河川の河口に普通に観察される。 (Tr) 

114. オオメダイチドリ

Charadrius leschenaultii 

旧北区中緯度に繁殖し、東アフリカ、イン

ド、東南アジア、オーストラ リア などに渡

る。わが国へは本州以南に旅）品として河口の

干潟、砂洲などに渡来するが、メダイチドリ

より少ない。酒匂川(1919.7 flt)から記録

されている。 (St) 

115. オオチドリ Charadriusasiatiws 

旧北区中緯度に繁殖し、東アフリカ、東南ア

ジア、オース トラリ アなどに渡る。わが国へは

渡りの季節に耕地や乾燥した丈の低い草地な

どにごく少数が渡来する。県下からは、三浦半

島宮田 1羽（1962• 8 / IV~14/ IV :柴田敏陥氏 ・

川島梢氏 1963)の1例があるのみ。 (St) 

コバシチドリ屈(t'udronzias)

116. コバシチドリ Eudromiasmorine/111s 

旧北区北部の北緯75度と 42度の範囲に繁

殖。わが国ではごくまれな種類で渡りの季節

に少数が観察される。鵠沼(1914・仄）と茅

ケ崎（1915• DC)の2例があるのみ。 (St) 

ダイゼン屈 （Pluvialis)

117. ムナグロ Plnvialis domi11ica 

(pl. 6. fig. 1) 

旧北区北東部と新北区北部の北緯75度と60

度の範囲に繁殖。わが国には、旅），ヽ↓として春

と秋に河口の千混、砂洲、河）Ji（などに渡来す

る他乾燥した耕地などにも出現する。洒匂川

河口 8羽 （1968・1/I')、相模川河口 8羽(1973

• 28/渭）など。 (Tr) 

118. ダイゼン Pluuialissquataro/a 

全北区北部の北緯75疫と 64度の範囲に繁

殖。わが国へは春と秋に河口の干褐や海岸に

渡来するが、本州中部以南では越冬するもの

もある。相模川河口 で3羽（1973.24/tx)を
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観察した。

タゲリ屈(¥lanellus)

119. ケリ Vanelluscinereus 

(Tr) 

(pl. 6. fig. 2) 

中国北部、モンゴルなどで繁殖し南アジア

に越冬する。わが国では近殺地方以北の本州

に繁殖し、 冬季本J•11中部以南の水田 、 河原、

干泥に小群で越冬する。近年、 三浦半島に冬

、し心として渡来するが多くはない。三浦半島宮

田で2羽(1970.25/心を餓察 した。横浜市

戸塚区田谷の水田に最近1羽が渡来した (19

74. 20/ I :矢田孝氏観察）。 （W) 

120. タゲリ Va11e//11sua11ellus 

ヨーロッパ全域、アジアの主に北緯60度と

40度の範囲、太平洋沿岸では、北緯68度と36

度の範囲の1日北区に繁殖。わが国では多くは

冬島として渡来するが、 1973年石川県で繁殖

が確認された（野ぷ1324号）。県下の記録は少

なく 、 洒匂川河口 (1957• 4は ：杉崎一雄氏

1958)の他、近年では三浦半島宮田3羽（1962

4/1：野品の会横浜支 ・報 No.39)、三浦半

品和田1羽 （1972• 9 / I~1 / I :野烏の会横

浜支 ・報 No.95)の観察記録がある。 (W) 

22. シギ科 (SCOLOPACID巫）

キコウジ コシギ屈 (Are,/,aria)

121. キョウジョシギ Are11(/riainter/Jres 

(pl. 6. fig. 3) 

全北区北部の北緯83度と 55度の範囲に繁

殖。わが国へは春と秋に各地の河口の下混、

水田などに渡来する。酒匂川河口、 相模川河

ロ、三浦半品、笠品、三浦海岸、葉山など県

下各地の海岸に普通。 CT) 

オバシギlt],(Calidris) 

122. トウネン Calidrismficollis 
(pl. 7. fig. 1) 

旧北区北東部、新北区北西部の北極曲の一

部に繁殖し、東南アジア、オーストラリアなど

に越冬する。わが同へは旅烏として、河口の干

氾、水田、河原などに普通に渡来する。酒匂川

河口で12羽0973• 27 IJX)を観察した。 (Tr) 

123. ヒパリシギ Calidrismiuutilla 

旧北区北部の北緯70度と47度の範囲に繁

殖。わが国には主に秋海岸近くの草地や水田

跡に渡来する。酒匂川河口（杉崎一雄氏 19

58)から記録されている。 (Tr) 

124. オジロトウネン Ca!idristemminc!iii 

旧北区北部の北緯74度と 62度の範囲に繁

茄。わが国へは春と秋に旅島として渡来する

が越冬もする。辻幽雌1羽（1949.25/ix)雄1

羽（194-9• 2 / X :以上黒田艮久氏・1952)の採

集記録の他、酒匂川河口（杉崎一雄氏 1958)

での絨察記録などがある。 (Tr) 

125. アメリカウズラシギ

Ca!idris melanotos 

シベリアの北極海沿岸部、北アメリカ北部

に繁殖。わが同へはごくまれな旅島として渡

来し、秋の記録が多い。県下からは辻幽雌2

羽(1949• 25/N：黒田長久氏 1952)辻盤雄1

羽(1954• 13/ X :三島冬嗣氏 1956) の記録

がある。 (St) 

126. ウズラシギ Calidrisacu111i11ata 

旧北区北東部のうちシベリア北東部のツン

ドラに繁殖。わが国へは春と秋に、海岸や河

口の干混に規則的に渡来するが少ない。酒匂

川河口 （杉崎一雄氏 1968)、横浜市‘硲岡埋立

地（野、1品の会横浜支 ・報 No.100)などで秋

に観察されている。 (Tr) 

127. ハマシギ Ca!idrisa//1i11a 

(pl. 7. fig. 2) 

全北区の北緯77炭と50度の範囲に繁殖。ゎ

が国へは北日本に旅）品として、本州以南には

冬烏または旅）品と して渡来し、河口や干i易に

群生する。県下に越冬する。酒匂川河口 9羽、

(1968 • 1/v)、相模川河口 1羽 (1973• 27バ）

など。 (Tr) 

128. サルハマシギ Ca!idrisferrugi11ea 
(pl. 7. fig. 3) 

旧北区北東部の北緯77度と70度の範囲に繁

殖。わが国へは春と秋に海岸や河口のT・潟に

渡来するが比較的少ない。酒匂川河口 1羽

(1958 • 24/ V :杉崎一雄氏 1968)の記録があ
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る他、相模川河口で1羽（1973• 27/r<)を観

察した。 (Tr) 

129. コオバシギ Caliclrisca1111/11s 

全北区の北緯83度と64度の範囲に繁殖。 ゎ

が国へは春と秋に規則的に海岸や河口の干況

に渡来すると思われるが数は少ない。横浜か

らの古い記録がある。 (Tr) 

130. オバシギ Ca/idrislenuirosl ris 

(pl. 8. fig. 1) 

シベリア東部に繁殖し、東南アジア、オー

スト ラリアなどに越冬する。わが国へは春と

秋に海岸や河口の7二i易に渡来し、泥廣の場所

を好む。 相模川河 口で11羽（1973• I%)を

観察した。 (Tr) 

ミュビシギ屈 （Crocelltia)

131. ミュビシギ Crocethiaalba 

(pl. 8. fig. 2) 

旧北区極北部、新北区北部に繁殖。わが国

へは、春と秋に旅烏として渡来し、外洋に而

した砂浜に多い。洒匂川河口 (1958• V :杉

崎一雄氏 1968) の記録がある他、 相股川河

口で10羽 (1973• 2%)を観察した。 (Tr) 

ヘラシギhh(l泣rynor!iy11cl111s)

132. ヘラシギ l泣rynorhy11cl111spyg111e11s 

シベリア最東端チュクチ半島、アラスカで

繁殖し、中国南部、マライ半品などに越冬す

る。わが国へは旅）•ルとして渡来するが少な

い。県下からの最近の記録は、辻常雌1羽

(1950 · 7 /x) 、 雌 l 羽（1954 •13/ X :三島冬嗣氏

1956)相模川河口 1羽 (1969• 21/K :野、烏279

号） の記録がある。 (Tr) 

エリ マキシギ属 (Philornacl111s)

133. エリマキシギ P!iilomac/111spugnax 

(pl. 8. fig. 3) 

旧北区北部の北緯73度と 50度の範囲に繁

殖，わが国では北海道と本州各地の干潟、水田

跡、埋立地などで特に秋に観察されることが

多いc辻堂（1919・沢）、茅ヶ崎（1919・29/[(、1920

• 29/1()の採集記録の他、 1973年 9月24日～30

日に相模川河口で雄2羽が観察された。(Tr)

キリアイ屈 （Limicola)

134. キリアイ Li111icolafalci11e/l11s 
(pl. 9. fig. 1) 

旧北区北西部の北綽70疫と69製の範囲に繁

殖。わが国へは、主に秋に涌岸や河口の干褐

に渡来するが春はごくまれである。酒匂川河

ロ （杉崎一雄氏 1958)での観察記録がある

他、 相模川河口で 1羽（1973.27/r,:)を観察

した。

オオハシシギ）函 (Li11111odro11111s)

135. オオハシシギ

lim1todrom11s scolojJaceus 

(Tr) 

旧北区北東部、新北区北西部の北緯70度と

61度の範囲に繁殖。わが国へは冬）品として渡

来し越冬するが、まれな稲類である。県下か

らは横浜 （1874• 13/ I)からの古い記録があ

るのみ。 (St) 

クサシギ屈 (Tri11ga)

136. ツルシギ Tri11gaeryll,roj)l(s 

旧北区北部の北緯72梃と 65抵の範囲に繁

殖。わが国へは、春と秋に河口や悔岸の干

潟、水田などの渥地に渡来するが、春に多

い。酒匂川河口で少数が春に記録されている

（杉崎氏一雄 1958)。 (Tr) 

137. アカアシシギ Tri11galola1111s 

旧北区の北緯71度と39度の範囲に繁殖する

がアジアでは主に北緯53度より南に繁殖。ゎ

が国では北悔追東部に少数が繁殖する（、［；；；91、

92号）他、春と秋に海岸や河口の自哀｝に旅烏

として渡来するが少ない。県下からは小田原

海岸 （1915• 23/oc :杉崎一雄 1958)の記録の

み。 (Tr)

138. コアオアシシギ1'ri11gaslagnali!is 

旧北区中部と東部の北緯57度と45度の範囲

に繁殖。わが国へは秋に内陸の池沼、水田跡

などに渡来するが数は少ない。洒匂川河口で

1羽（杉崎一雄氏 1958.16は ：扉I,• .•収の会横浜

支 ・報 No.19)が観察されている。 直`r)

139. アオアシシギ Tri11ga11eb11/aria 

主として旧北区の北緯65度と55度の範囲に

繁殖。わが国では春と秋の渡り のとき海岸や

河口の干混や砂洲で観察される。洒匂川河口
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（杉崎一雄氏 1958)の記録の他、横浜市店岡

埋立地（1972.25/11～りX:野）品の会横浜支・

報 No.100)で観察されている。 (Tr) 

140. クサシギ Tringaochroj)us 

旧北区の北緯68度と49度の範囲に繁殖。ゎ

が国へは、旅烏または冬烏として内陸の水田

や湿地に渡来するが海岸の干泥へは出ない。

酒匂川河口で秋に少数が観察されている（杉

崎一雄氏 1958)。• (Tr) 

141． タカプシギ Tringaglareola 

(pl. 9. fig, 2) 

旧北区の北緯71度と51度の範囲に繁殖。ゎ

が国では旅烏として特に秋に多い。海岸の干

混に出ることはまれで多くは内陸の池沼、水

田の刈跡などで観察される。酒匂川河口で7

羽(1968• 11/ix)を観察した。 (Tr) 

142. キアシシギ Triugaiucana 

(pl. 9. fig. 3) 

シベリア北東部、アラスカに繁殖。わが国

には旅烏として春と秋全国に渡来する。県下

で最も普通のシギで、各地の干潟、河口、水

田、海岸などに多く観察される。 (Tr) 

143. イソシギ Tringahy/1ole11cos 

旧北区の北緯71度と33度の範囲に繁殖。ゎ

が国では、本州中部以北に繁殖し、中部以南

では旅烏または冬烏として普通。県下に少数

が繁殖する他、冬季も各地の岩礁海岸、水田

跡などで観察される。 (R) 

ソリノヽ シシギ屈 (Xenus)

144. ソリノヽシシギ Xe1111scinereus 

旧北区東部と中央部の北緯70度と52度の範

囲に繁殖。わが国へは春と秋に海岸や河口の

千潟に渡来するが秋に多い。 相模川河口 3羽

(1973. 12/≪）、三浦半島毘沙門1羽(1973• 
25|['()など。

オグロシギ屈 (Limosa)

145. オグロシギ Limosalimosa 

(Tr) 

(pl. 10. fig. 1) 

旧北区の北緯65度と47度の範囲に繁殖。ゎ

が国へは春と秋に旅烏として海岸や干潟など

に渡来するが秋に多い。相模川河口で3羽

(1973 • I%)を観察した。 (Tr) 

146. オオソリハシシギ Limosalapponica 
(pl. 10. fig. 2) 

旧北区北部と新北区北西部の北緯76度と60

度の範囲に繁殖。わが国には春と秋、河口や

干洞に渡来する。酒匂川河口（杉崎一雄 19

58) から記録がある他、相模川河口で11羽

(1973 • 24/ix)を観察した。 (Tr) 

ダイシャクシギ屈 (N11111e1/.ius)

147. ダイシャクシギ Numeniusarquata 

旧北区の北綿70度と46度の範囲に繁殖。ゎ

が国には多くは旅烏と して渡来するが、温暖

な地方では越冬するものもある。 広い干洩の

なVヽ県下では数少い。横須賀市野比海岸(19

64. 26/JX :野烏の会横浜支 ・報 No.52)、横

浜市‘ば岡（野、しぶの会横浜支 ・報 No.100)な

ど。 (Tr) 

148. ホウロクシギ

Numenius madagasca;,iensis 

シベリア東部、カムチャ ッカ半島北部など

で繁殖。冬季、オーストラリア、ニュージーラ

ン ドに渡る。わが国では海岸や河口の広い干

i易に旅肋として渡来する。酒匂川河ロ(1958・

2/IV~4 / IV :杉崎一雄氏 1968)、横浜市露岡埋

立地(1972• 28/ IV :野、烏の会横浜支・報No.100) 

などの観察記録があるが少ない。

149． チュウシャクシギ

N1unelli11s phaeopus 

(Tr) 

(pl. 10. fig. 3) 

旧北区北部の北緯71度と55度の範囲に繁

殖。わが国へは、春と秋、海岸や河口の干混

に渡来する旅）］であるが春に多い。 鎌介市深

沢20羽 （1968.201 ¥')、三浦半品笠島約30羽

(1969 • 18/ V)、相校川河口 1羽 （1973• 28/11) 

など。 (Tr) 

ヤマシギJ,'.l.,i(Scolo/}ax)

150. ヤマシギ Scolopaxrusticola 
I「1北区の北緯70度と28度の範囲に繁殖。ゎ

が国では本州中部以北、伊豆七島の山地の森

林に繁殖。冬季本州以南の低地に源行する。

県下各地の山地で観察される。 (R) 
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タシギ），函 (Ca/li11ago)

151. タシギ Callinagogal/i11ago 

オーストラリアと恐らく南米を除く、ほと

んど全世界（東洋区はごく一部に）の北緯71

度と43度の範囲に繁殖。わが国へは、秋に渡

来するが、本州以南では越冬する ものも多

い。県下各地の蓮田、水田、 湿地などに普通

に越冬する。 (W) 

152. ハリオシギ Ca//i11agoste1111ra 

旧北区東北部に繁殖し、東南アジア、イン

ドに越冬する。わが国には春と秋の渡りの季

節にごく少数が通過する。県下では横浜から

の古い記録があるのみ。 (Tr) 

153. チュウジシギ Ca/linagomega/a 

旧北区中部と東部に繁殖し、インド、 マレ

イシア半島、オーストラリア北部などに越冬

する。わが国には春と秋に湿地、水田、辿田

に旅鳥として渡来するが少ない。県下からは

横浜からの古い記録があるのみで渡来のよう

すは不明。 (Tr) 

154. オオジシギ Callinago/1ardwicltii 

日本のみに繁殖し、オーストラリア、タス

マニア、ニュージーランドなどに越冬する。

本州中部以北の 500~LOOOmの草原で繁殖

し、渡り の季節には、湿地、水田、 述田など

にも出現する。県下では、箱根仙石原に少数

が繁殖するが、近年激減した。 (S) 

155. アオシギ Calli11agosolitaria 

旧北区東南部に繁殖。わが国へは北悔道以

南のL500m以下の山間の渓流沼沢地に冬烏

として渡来するが数少ない。県下では、横浜

からの古い記録があるのみで、渡来の状況に

ついては不明。 (W) 

コシギ屈 (Lymnocry/J/e.~)

156. コシギ Lymnocryptesminima 

旧北区北部の北緯70度と53度の範囲に繁殖

し、冬季アフリカ、ヨーロッパ南部、インド、

東南アジアに渡り越冬する。わが国では北海

道、本），卜1で秋と冬にまれに採集される。県下

からは、横浜 (1879• X)からの古い記録が

あるのみ。 (W) 

23. セイタカシギ科

(RECURVIROSTRID屁）

セイタカシギ屈 (Hima11toj)11s)

157. セイタカシギ

Himantofms himanto/m 

北緯50度と南緯47度のほとんど全世界に繁

殖。わが国には旅屈または冬島として渡来す

るが少ない。 1973年（泣ーXlI)に磯子区の埋

立地で 1羽が観察された（麻布欺医大 ・野島

研 ：鈴鹿三頂子氏観察）。 （St) 

24. ヒレアシシギ科

(PHALAROPODID.lE) 

ハイイロヒレアシシギ屈 (Pha!arojJ11s)

158. ハイイロヒレアシシギ

Pha!arojJus Ju!icari11s 

全北区北部の北緯82度と 60度の範囲に繁

殖。わが国では春と秋の渡りの季節に海上へ

多数渡来するが、アカエリほど接炸せず目に

つくことは少ない。近年では相模浩諸磯～策

山沖5羽（1970• IO/ V :中村 1971)の銀察記

録がある。 (Tr) 

159. アカエリヒレアシシギ

Plwla roj)us loba/ us 

全北区北部の北緯74度と 52度の範囲に繁

殖。わが国では春と秋に海上で大群がみられ

る旅烏であるが、内陸の湖沼、海岸の潮溜り

などにも少数が出現する。相模納沿岸で普通

に観察される。 (Tr) 

25. ッパメチドリ科 (GLAREOLIDJE)

ツバメチドリ），1.¥(C!areo/a) 

160. ツバメチドリ Gl(Ireola 1rmldi u{u•IIII‘t 

旧北区中緯度以南、 アフリカなどに繁殖。

わが国へは多くは夏から秋にかけての渡りの

季節に若晶が不規則に渡来するが多くはな

い。酒匂川 ・松田付近12羽 （1958.15/111 :莉

野伸二氏観察）の記録がある。 (Tr) 

26. トウゾクカモメ科

(STERCORARIID巫）
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トウゾクカモメJ,,.L';(Stercomri11s) 

161. オオトウゾクカモメ

Stercorari11s skua 

南北両極囲に繁殖。 日本近海で観察される

亜種は南栢周辺部に繁殖するもので、春秋に

旅）］として出現するが、沿炸でみられること

は少ない。 (Tr) 

162. トウソ・クカモメ

Stercorarius /mmari11us 

全北区の北極隈に繁殖し、冬季南西アフリ

カ、オーストラリア、ニュージーランドなど

に渡る。春季相模洒沿岸で観察されるが多く

はない。 三浦半島では漁港にも侵入すること

がある。 (Tr) 

163. クロトウゾクカモメ

Slercorari11s parasil1c11s 
全北区北部の北緯82度と52度の範囲に繁殖

し、南アメリカ、アフリカ、オーストラリ

ア、ニュージーランドなど冬季南半球一帯に

渡る。日本近海には春と秋の渡りの季節に出

現するが少ない。相模涛から記録されている

（松平頼孝氏 1939)。 (Tr) 

164. シロハラトウゾクカモメ

Stercorarins /011gica11d11s 

全北区北部の北緯83度と25度の範囲に繁殖

し、冬季ほぼ南綽50度までの大西洋、太平洋

に渡る。春季相模汗j沿岸で観察されるが、多

くはない。

27. カモメ科 (LARIDlE)

カモメM(lams) 
165. ユリカモメ Larttsridibu11d11s 

(Tr) 

l「l北区の北緯66度と40度の範囲に繁殖。近

年北アメリカ東部に定沼した。わが国では本

／ヽ9|9|以南に冬l'忍（北海追では旅応） として渡

米する。県下各地の海洋、河口、 漁港に多

く、内陸の河川、 湖附にも入る。和模川河n
で反羽から冬羽に移行中のもの2羽 (1973• 

28/11)を観察した。 CW) 

166. セグロカモメ Larusargelltal11s 

全北区の北緯78度と40度の範囲に繁殆。ゎ

が国には、全国に冬）品として普通に渡来する。

県下各地の悔岸、漁港、河口などに普通。 CW)

167. オオセグロカモメ Lamsschistisagus 

カムチャ ッカ半島から千島列島、北海道北

部にかけての沿海離品に繁殖。 冬烏として本

州に渡来するが北日本に多い。相模浩沿岸で

観察されるが多くはない。 CW) 

168. ワシカモメ Larusglaucesce11s 

ベーリング海沿岸、アラスカ沿岸に繁殖し

冬季カリフォルニア南部、日本に南下して越

冬する。北日本に多く 、本州中部以南ではま

れである。県下では酒匂川河口 1羽（1960• 

2|＇：杉崎一雄氏）、観音崎沖東京湾1羽(19

65 • 5 / I :柳沢紀夫氏観察）などが記録され

ている。 (W) 

169. シロカモメ Lamshyperboreus 
全北区北部の北緯83度と 60度の範囲に繁

殖。冬烏として渡来するが、北日本に多い。

県下各地の漁港、海岸、河口などで観察され

るが少ない。 (W) 

170. カモメ LaI'l(ScaIII•(S 

旧北区と新北区、北西部の北綽70度と50度

の範囲に繁殖。全国各地に冬烏として渡来す

る。県下では横浜港など内湾に多く、酒匂川

河口、江の品、三浦半島小田和湾など、相模

湾沿岸には比戟的少ない。 (W) 

171. ウミネコ Lamscrassiroslris 

H本列品とその周辺に固有で全国各地の離

品で繁殖する。県下でみられる最も善通のカ

モメで、三浦半品小田和柄や相模川河口など

に非繁殖烏が集団で残留し越冬する。 (W.R)

172. ミッュビカモメ Lamslridactylus 

全北区北部の北緯81度と 47度の範囲に繁

殖。冬烏（北悔道では旅肋）として渡来し、

北日本に多い。県下各地の海岸、河口、漁港

で観察されるが、沖合いに多い。 1969年 3月

三浦半品小田和湾に3,000羽越える大群が渡

来した（中村 1971)。 (W) 

アジサシJ成 (SterII(l)

173. ハシグロクロハラアジサシ

Sterna 11igcr 
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全北区の北緯60度と36度の範囲に繁殖し、

冬季、熱帯アフリカ、南アメリカに渡る。ゎ

が国からは1971年9)]、三浦半品小田和湾か

ら記録された反羽のもの1例（中村 1972)

があるのみ。 (St) 

174. ハジロクロハラアジサシ

Stema leucoj)tera 

I「1北区の主に北綽55度と40度（イラクでは

30度）の範囲と孤立的にエチオヒ゜ア区に繁

殖。わが国では主に秋の渡りの季節にみられ

るが少ない。県下からは洒匂）11河口 （杉崎一

雄氏 1968)、三浦半島小田和湾（中村 1971)

の2例があるのみ。 (St) 

175. オオアジサシ Sternabergii 

熱帯太平洋の諸島に繁殖。分布は広いが多

くはない。わが国では徳之品以南の南西諸

品の孤品に繁殖するが、その他の地方ではま

れに出現する。県下からは三浦半品小 田和

術1羽(1969.15ハ ：中村 1971)の1例の

み。 (St)

176. チュウアジサシ Sternahirundo 

全北区の北緯70度と6度の範囲に繁殖。ゎ

が国には旅）品として春と秋の渡りの季節に悔

上、河口の1叶島、漁港などに多数渡来する。

県下では特に三浦半島小田和柄に毎年1,000

羽を越す大群が渡来する。 (Tr) 

177. コシジロアジサシ Stemaa/eutica 

ベーリング悔、オホーツク悔沿岸に繁殖。

冬季他稲のように南下せず北太平洋沿岸に残

留する唯一の種類。近年では洒匂川河口 1羽

(1969. 2 /11 :裔野伸二氏 1969)の迷行例が

ある。 (St) 

178. セグロアジサシ Stemafuscata 

主に全太洋の熱帯の島々、北緯30度と南緯

34度の範囲に繁殖。わが国では小笠原諸島、

沖縄諸品南部で繁殖するが、その他の地方で

ほまれである。最近では、相模川河 口1羽

(1966 • 26/ N :祁野凱夫氏観察）からの観察

記録がある。 (St) 

179. コアジサシ Stemaalbifrons 

コスモボリタン（南米ではごく一部に）で

北緯59疫と南緯37度の広い範囲に繁殖。わが

国へは本州以南に反、[Jとして渡来し、悔岸、

河原、砂礫地などに繁殖する。県下では、相

校川、 洒匂川など大きな河川に繁殖し、渡リ

の季節には大群が河口に集まる。相模川河口

で約350羽 (1973• 4ハg)を観察した。 (S) 

クロアジアシ｝成 (Anous) 

180. クロアジサシ Anous stolid11s 

熱堺太平洋に緊殖。わが国では小笠原、硫

黄列島、沖羅諸品、南、I.忍品などに繁殖する

が、その他の地方ではまれな迷）．． ；けである。三

iiIi半島笠島（1970• 13/11 :中村 1971)の1例

があるのみ。 (St) 

28. ウミスズメ科 (ALCIDJE)

ウミガラス屈 (Urin)

181. ハシプ トウ ミガラス Urial0111uia 

全北区北部の北緯82度と 47度の範囲に繁

殖。わが国へほ冬恥として渡来し、北日本以

北にみられるが、ウミガラスほど多くはな

い。県下からば真鶴半品 1羽 (1953• 5/t 

：田代道弥氏 1953) の採集記録 があるの

み。 (St)

ウミバ ト）丞 (Ce/)/JInIS)

182. ケイマフリ Cep/]huscarbo 
朝鮮半島以北の東アジア沿岸に繁殖。わが

国では北 H本の離島に繁殖し、 冬季本、）9|•| 中部

に南下する。県下では相模洒、三浦半島沿拌

でよく1視察される。披近では城ケ島沖で 1羽

(1974 • 23/ I)を親察した。 (W) 

マダラウミスズメ屈 (Brachyra111/11!11s) 

183. マダラウミスズメ

Bracl1yrnm/>lms marmorn/11s 

繁殖期にカムチャ ッカ半島から北アメリカ

北西沿岸にかけてみられる。わが国では冬

晶として渡来するが、北11本に多い。北悔道

の離品でば各地で夏羽の個体が観察されてい

る。 (W)

ウミスズメ屈 (Sy11lhliboramJ;/111s) 

184. ナミウミスズメ

Synlh/ibora111/1/111s a11l1q1111s 
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千島列品、ベーリング海沿岸などに繁殖。

わが国では北海追の離島に繁殖し、以南に冬

烏として沿岸に渡来するが北日本に多い。最

近では三浦半l沿笠品沖でi2羽（1973• 201 :11) 

を観察した。 (W) 

185. カンムリウミスズメ

Sy11I h/iboram/Yh11s 11111mizus11 me 

Fl本近悔に特産の暖流種で、本州 中部以

南、九州までの離島で繁殖するが多くはな

い。 (S)

エトロフウミスズメ屈 (Aetliia)

186. エトロフウミスズメ

A el/1ia cristatella 

ベーリング悔、千島列品沿岸に繁殖。わが

国へは北悔道、本州北部の海上に冬烏として

渡来する。横浜付近からの古い記録があるの

み。 (St)

187. コウミスズメ Aethia p11silla 

ベーリング悔沿岸、アラスカで繁殖。わが

国へは北海道、本州北部の海上に冬烏として

渡来する。本），卜1中部以西ではまれである。

(St) 

ウトウ屈（Cerorhi11ca)

188. ウトゥ Cerorhi11camonocerata 

ベーリング悔沿岸、千島列島、東アジア沿

岸に繁殖i。わが同では北悔道、本州北部の離

品に繁殖し、冬には駿河洗付近まで南下す

る。荒崎沖で1羽(1972.29/ □)を 観察し

た。 (W)

ツノメドリ）属 (Fraterc11/a)

189. ツノメドリ Fraferc11/acon1ic11lala 

オホーツク海沿岸、ベーリング海沿岸に繁

殖し、わが同へは冬烏として本州北部、北海

道に渡来するが多くはない。 （St) 

ハト目 (COLUMBIFORMES)

29. サケイ科 (PTEROCLIDID氾）

サケイ屈 (Syrr/Japtes)

190. サケイ Syrr/Japtesparado:ws 

111北区中央部の北緯50度と37度の範囲に繁

殖。近年わが国へは 1968~69年の冬に山形

県、新掲県、滋烈県へ1羽ずつ渡来した。県

下から1922年11月頃、相模川で捕獲された雌

雄、各1羽の記録がある。 (St) 

30. ハト科 (COLUMBIDJE)

アオバト屈 (Sphe1111rus)

191. アオバト 5/Jhenurussieboldii 

アジア東南部の限られた地城に繁殖する。

熱帯系の種類では九少！9|以北のよく茂った常緑

広菜樹林に繁殖し、冬季は、浪暖な地方へ源

行する。悔水を飲むために悔岸に降りること

もある。丹沢山雄1羽、雌 1羽（1968• 12/ V) 

丹沢ホーキ沢ヤマグワの実を食べる 4羽（19

70• 1°/¥1)、真鶴岬1羽（1974・山）など。 CR)

カラスバト)/1¥(Colum加）

192. カラスバト Columbaja11!/1i11a 

日本列品周辺の特産種で主に本州中部以西

の太平洋側の温暖な地城に周年生息する。横

須袈市沖の猿島にはかって多数が生息してい

た (Blackiston& Preyer 1882)が絶滅し

た。 (T)

キジバト屈（Streptope! ia) 

193. ベニバト Strepto/Je!iatra11q11ebarica 

中国北部、フィリ ッピン、東南アジア、イ

ンドなどに繁殖。わが国では迷品としてまれ

に渡来する。県下からは横浜からの古い記録

があるのみ。 (St) 

194. キジバト Slrepto/Jeliaorie11talis 

旧北区中央部と東部、東洋区北部に繁殖

し、北方の個体群は渡りをして、インド、東

南アジアなどに越冬する。わが国では平地か

ら山地の林に繁殖する。県下各地に普通で海

岸でも見られ、樹木があれば、都会にも営巣

する。 (R) 

ホトトギス目 (CUCULIFORMES)

31. ホ トトギス科 (CUCULID巫）

ホ トトギス屈 (Cucultts)

195. ジュウイチ Cucu/usfugax 
アジア東南部に繁殖し北方の個体群は、南

アジアで越冬する。わが国へは、及）為として、
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四国以北の低山から亜莉山の林に渡来し繁殖

する。県下各地の山地で観察される。 (S) 

196. カッコウ Cuculuscanorus 

ll]北区と東洋区北部の北緯70疫と20度の範

囲に繁殖。冬季熱帯アフリカ、インドから

中国南部の亜熱帯アジアに渡る。わが国へは

夏むと して渡来し、明るい林やまばらに木の

生えた草原に生息する。県下各地で観察され、

る。 (S)

197. ツッドリ Cucu!ttssaturatus 

IF!北区 ・東部、東洋区の一部に繁殖し、冬

季インド、マレーシア、オーストラリアなど

に渡り越冬する。わが国へは四国以北に反烏

として渡来する。丹沢 ・箱根などの山地で観

察される。 (S) 

198. ホトトギス Cuculus/Jolioce/;halus

アジア東南部とマダカスカルに繁殖。北方

の個体群は南アジアに越冬する。 わが同へ

は反烏として九州以北の低山から亜高山の林

に渡来し繁殖する。県下各地の山地で観察さ

れる。 CS) 

フクロウ目 (STRIGIFORMES)

32. フクロ ウ科 (STRIGID.lE)

ワシミミズク属 (Bubo)

199. ワシミミズク Bubobubo 

旧北部、東洋区東部、エチオヒ ア゚区東部の

北緯69度と10度の範囲に繁殖。わが国では北

海逍の原生林に生息するが、数は少ない。県

下からは、田代道弥氏(1969)の目録にある

のみ。 (St) 

トラフズクh国(Asio)

200. トラフズク Asiootus 

全北区の北緯66度と28度の範囲に繁殖。ゎ

が国では、北海道、本州中北部の山地に少数

が繁殖する他、北方から冬烏として渡来し、

越冬するものもある。籾山徳太郎氏（1917)

の記録がある。 (W) 

201. コミミズク Asio fl(l /1•lmeIIS 

全北区、新熱帯区、中部太平洋の北緯72度と

南緯53度の広い範囲に繁殖。わが国へは冬肋

として渡来し、草原や耕地の地上に生活し、

昼間も活動する。酒匂川河口 1羽 (1957・21/>J

：杉崎一雄氏）で記録されている。 (W) 

コノハズク屈 (Of.us)

202. コノハズク Otttsscops 
旧北区と東洋区の北緯56度と 8度の範囲に

繁殖。わが国では木州以北、沖縄までの山地

の森林にすみ繁殖するが、冬季南方へ渡る も

のもある。県下各地の山地で観察される。 (R)

203. オオコノハズク Otusasio 

アジア東部と北アメリカに繁殖。わが国で

はほぽ全国の平地の巨木のある森林や低山幣

の森林で繁殖し、冬季市街地や公園に源行す

るものもある。県下では丹沢 ・箱根などの山

地で観察される。 (R) 

アオバズク）成 (Ninox)

204. アオバスツ,Ninox scutulata 

(pl. 11. fig. 1) 

東旧北区東南部、東洋区に繁殖。北方の個

体群は冬季南に渡る。わが国には反）品として

全国に渡来する。大きな岩の割れ目にも営巣

することがあるが多くは樹洞に営巣し、巨木

があれば都会地でも繁殖する。例えば横浜市

南区日野町(1972• 2 /lu : 3雛）、他に1互木市

下川入 (1973• 15/ 11 : 3雛）、鎌倉市長谷寺

(1973'11/11)などで繁殖を確認した。 (S) 

フクロウ屈 (Strix)

205. フクロウ Strixur(↓le11sis 

旧北区中緯度に繁殖c わが国では、全国の

平地から低山の巨木のある森林に繁殖し、季

節による大きな移動はしない。県下各地の山

地で観察される。 (R) 

ヨタカ目 (CAPRIMULGIFORMES)

33. ヨタカ科 (CAPRIMULGIDJE)

ヨタカ屈（Caprimulgus)

206. ヨタカ Capriinulgusindiws 
旧北区東部、束洋区に繁殖。わが国には全

国に夏烏として渡来し、草原の林縁や低木林

に繁殖する。 県下各地に普通。 (S) 
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アマッパメ 目 (APODIFORMES)

34. アマツバメ科 (APODIDJE)

ハリオアマツバメ／属 (Chaetum')

207. ハリオアマッパメ

Chaetur（↓caudacu位

In北区の中央部と東部、東洋区北部の北緯

度60と20度の範IJ月に繁殖し、冬季オーストラ

リアとタスマニアに渡る。わが国では北悔道

と本州（亜麻山幣以ヒ）に繁殖する。県下で

は、アマツバメ1,;・]様渡りの季節に平地上空で

糾察されるが、アマツバメに比べて少ない。

(S) 

アマッパメ屈 (Ap11s)
208. ヒメアマツバメ Ap11saffi11is 

(pl. 11. fig. 2) 

旧北区南西部、エチオヒ ア゚区、東洋区の北

緯40庶と35度の範囲に繁殖。わが同では1965

年頃からコシアカツバメの古巣を利用しては

じめて営巣し始め、現在では神奈川県以西の

太平洋岸の温暖な地方に定約した。県下では

小田原市内で繁殖する。 (R) 

209. アマツバメ A/ms/JacificIIS

東Ill北区と東洋区の一部に繁殖し、冬季、

オーストラリアやタヌマニアに渡る。わが国

では北海道から九州に夏）心として渡来し、海

岸から沿j山にいたるまでの岩壁に染団で繁殖

する。 油久井湖逍志 1羽 （1969.7|11)、小

田原市柏山約35羽（1973• 23/ ¥')など。 (S) 

プッポウソウ目 (CORACIIFORMES)

35. カワセミ科 (ALCEDINIDJE)

ヤマショウビン属 (Halcyon)

210. アカショウビン Haley()n coromanda 

アジア東南部に繁殖。わが国へは反品とし

て渡来し、低山帯のよく繁茂した広策樹林中

の渓流や沢沿いに生息するが多くはない。y,し

下でば）‘］沢 ・箱根などの山地の森林で観察さ

れる。 (S) 

カワセミ属 (Alcedo)

211. カワセ ミA/cedo atthis 

旧北区、東洋区、オセアニア区の北綽60度

と南緯10度の範囲に繁殖。わが同では、全国

の平地から低山の河川、 池沼に繁殖するが、

近年平地では芽しく減少した。酒匂川河口 1

羽(1968• 11/ IX)、津久井湖1羽(1969.7 /It) 

箱根仙石原1羽 （1970.22は）相模原県淡水

試験褐2羽（1972• 28/ I)など。 (R) 

カノコショウビン｝函 (Ceryle)

212. ヤマセミ Cerylelugubris 

旧北区東南部、東洋区に繁殖する南方系

で、わが国では、ほぽ全国の山地の渓流谷間

に繁殖するが深い森林には入らない。冬季も

あまり移動しない。県下では丹沢 ・箱根など

の山地で観察されている。 (R) 

36. プッポウソウ科 (CORACIID氾）

ブッボウソウ屈 (Eurystomus)

213. プ・`／ボウソウ Eurystomusorientalis 

(pl. 11. fig. 3) 

東旧北区極東部、アジア全域、オセアニア

区までに繁殖し、北方の個体群は渡りをす

る。全国に夏烏として渡来し巨木のある低山

に繁殖するが、局所的で数は多くはない。消

川村別所 (1966.16/ 11 :樹洞に営巣）丹沢本

谷川上流（1969.11/ 11)津久井湖道志鉄栢（19

69 • 7 fo :鉄骨に営巣）など。 (S) 

37. ャッガシラ科 (UPUPID氾）

ャッガシラkl,(Upupa) 
214. ャッガシラ UI)1tf）aepops 
I「I北区、エチオヒ ア゚区、東洋区の北緯59度

と南緯35度の範囲に繁殖し、北方の個体群は

冬季南に渡る。わが国にはまれな迷烏として

出現する。 1972年3月27日、藤沢市船沼で1

羽が観察された（野）為318号）。 （St) 

キッツキ目 (PICIFORMES)

38. キッツキ科 (PICID]E)

アリスイ｝函(lynx)

215. アリスイ ］jinxtorquilla 

!Fl北区の北緯67度と35度の範囲に繁殖し、

ほとんどの個体群が渡りをする。わが国で
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は北海道 ・本少11北部の明るい林に繁殖し、本

J,1,I以南に越冬する。県下では冬烏で数は少な

い。横須賀（柴田敏隆氏）、箱根仙石原（田

代道弥氏）、 金沢区長浜1(1966. 12/}J] ：野島

の会横浜支 ・報 No.65)、戸塚区小雀浄水場

(1973 • 18/ I :野島の会横浜支 ・報 No.99) 

など。 (W) 

アオゲラ），•t1 （PicI(.S) 

216. アオゲラ Picusawollera 

本小1•Iから屋久島までに繁殖する 。 日本特産

種で、低山帯から亜麻山幣下部の広葉樹林に

生息する。北悔道のヤマゲラに近緑。丹沢

本谷川上流で 1羽(1969'11/11) を観察し

た。 (R)

アカゲラ屈 (Demirocoj)os) 

2L7. アカゲラ Dendroco/1osmajor 

旧北区に広く繁殖し、 一部東洋区にまたが

る北緯61度と20度の範囲に繁殖。わが国では

本）9|9|以北の落菜広菜樹林で繁殖する。箱根駒

ケ岳1羽(1968• I% )、丹沢山1羽(1968• 

12ハ） など。 (R) 

218. オオアカゲラ Deudroco/10sleucolos 

(pl. 12. fig. 1) 

111北区と東洋区の一部に繁殖。わが国では

奄美大島以北の山地の広業樹林に繁殖し、一

般にアカゲラより数は少ない。冬季平地に涙

行する丹沢塔ケ岳1羽 (1968• I/)J)、札掛1
羽(1968• 6 / 1)など。 (R) 

219. コゲラ {)e11drocoj)oslzizu/1i 

(pl. 12. fig. 2) 

東旧北区東部の狭い範囲に繁殖する小型

種。全国に広く分布し、平地から山地の森林

に繁殖する。非繁殖期にはカラ類に混じるこ

とがある。県下に留、I,ヽ ふとして普通。 (R) 

スズメ目 (PASSERIFORMES)

39. ヒパリ科 (ALAUDIDJE)

ヒメコウテンシ），，J!,（Cala.nd1;el ln.) 

220. ヒメヒバリ Calm1drellacinerea 

旧北区南部とエチオヒ ア゚区の北緯50度と南

緯35度の範囲に繁殖し、アフリカ、インド、中

国東部、東南アジアに渡る。わが国では極＜

まれな迷）為で、県下では酒匂川下流(1958• 

6/v ：杉崎一雄氏 1959)から 1例あるのみ。

(St) 

ヒバリ屈 （Alaitda)

221. ヒバリ Alaudaarvensis 

旧北区の北緯70度と30度の範囲に繁殖。全

国各地の畑地、河原、草原、悔岸埋立地など

の低地に生息する留烏であるが、乾燥した祁

原にも侵入することがある。北日本では反、烏

で、冬季温暖な地方に源行する。県下各地に

普通。 (R) 

40. ッパメ科 (HIRUNDINID巫）

ショウドウツバメ屈 (Riparia)

222. ショウドウツバメ Ripariari/Jaria 

全北区と東洋区の北緯70度と24度の範囲に

繁殖。わが国では北海道と東北地方の一部に

繁殖し、本州では旅鳥として渡来する。渡り

の際本州沿岸部の華原や砂浜海岸などに大群

がみられるが、県下では松平頼孝氏 (1915)

の酒匂川の記録のみ。

ツバメ屈 (Hirnndo)

223. ツバメ !Iimndorustica 

(Tr) 

全北区、東洋区北部の北緯71殷と20艇の範

囲に繁殖。わが国には多くは反、I心として渡来

するが、北方の繁殖個体群が一部日本に越冬

する（内田康・夫氏）。 県下各地に普通で人家

があれば山間地にも繁殖する。例えば、宮ケ

瀬（1969.11/ 11)、中川温泉（1970• JOハ＇）な

ど。 (S)

224. コシアカツバメ Hirnndodaurica 

Ill北区南部、東洋区、エチオヒ ア゚区、北緯

54度と南紺15度の広い範囲に繁殖。わが国で

は九州から北海道まで繁殖するが、関東以北

には少ない。県下では卯く西南部から東南部の

悔岸沿いに繁殖する。 CS) 

イワツバメ屈 (Delichon)

225. イワツバメ Det£chonurbica 

(pl. 12. fig. 3) 

Ill北区と東洋区の北緯71度と23度の広い範
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囲に繁殖。ほとんど、全国で繁殖する夏烏で

あるが越冬するものもある。例えば酒匂川

河口約45羽 （1969• 16/ I)。また近年平地に進

出し、人為哀税にも営巣する。例えば、足柄

上郡開成町 （1973• 15/11 : 1972年春より新コ
ロニー形成）。渡り のときは、大群となる。 例

えば、酒匂川河口約350羽（1968.11/tx)。(S)

41. セキレイ科 (MOTACILLIDlE)

セキレイ屈 (Motacilla)

226. キセキレイ Motacillacinerea 

旧北区の北緯66度と22度の範囲で繁殖。ゎ

が国では、九州以北の平地より高山帯までの

水辺、渓流に沿って標商に関係なく広く分布

するが、海岸にはほとんど出ない。県下各地

に周年生息し繁殖する。 (R) 

227. ハクセキレイ Molacillaalba 

旧北区、エチオ ビア区、東洋区の北緯75度

と南緯35度の範囲に繁殖。わが国では北海道

本州北部、中部に繁殖し、以南には冬烏とし

て渡来する。

各地の海岸、内陸の湿地に普通であるが、

宅造地など乾燥した所にも進出し、城ケ島の

ウの越冬コロニーにも住む。近年栃木県鹿

沼市 (1965年、 野烏 238号）、茨城県水戸市

(1968年、野屈 267号）など本州中部での繁

殖が記録され、横浜市のビル街でも夏季幼鳥

が銀察された (1972• 28/ 11)。 (W) 

228. セグロセキレイ Motacillagrandis 

北海道から、九州までの日本列島に限って

繁殖する日本国有種。ハクセキレイが海岸に

繁殖するのに対し、本種は主に内陸で繁殖

する。県下各地の河原、水旧など水辺に普

通。 (R)

タヒバリ屈 (Anthus)

229. ビンズィ Anthus hodgsoni 

旧北区中東部と東洋区の一部に繁殖し、冬

季インド、東南アジアに渡る。わが国では

北海道、本州、四国の山地の林緑や岩地など

に繁殖し、冬季本州以南の海岸、平野などの

針葉樹の林に漂行する。タヒバリと比べて乾

燥した所を好む。県下各地に普通に観察され

る。 (R)

230. タヒパリ Anl lws spinoletta 

全北区に繁殖。全国に冬烏として渡来し越

冬する。県下各地の水田、畑地に普通で岩礁

海岸、 砂浜海岸にも出るが森林には入らな

V、0

近似種ムネアカタヒバリA.cerincesは北

部旧北区の北緯74度と64度の範囲で繁殖し、

南日本 （琉球諸島、奄美、九州）を主越冬地

とする。 (W) 

42. サンショウクイ科

(CAMPEPHAGIDJE) 

サンショウクイ屈 (Pericrocot11s)

231. サンショウクイ Pericrocot11srose11s 

束1日北区東部と東洋区の一部に繁殖し、北

方の個体群は冬季南に渡る。わが国へは本朴I

以南に区烏として渡来し、低山帯の常緑広策

樹林で繁殖し、樹上生活をする。県下各地の

山地で観察されるが少ない。 (S) 

43. ヒヨ ドリ科 (PYCNONOTIDJE)

ヒヨドリ屈 (Hypsipetes)

232. ヒヨドリ Hypsipetesmnaurotis 

日本列島付近の特産種で、全国の低山で繁

殖する南方種。冬季温暖な低地へ源行するが

山地に残るものもある。 例えば、戸塚区中野

町約80羽南東方向へ渡る(1969• 15/x)。近年

都会地に越夏し繁殖するようになった。例え

ば、東京都世田谷区瀬田 （1971 • 14/¥1 :巣立

若ね）、横浜市中区野毛町(1973• ¥tJ:： 巣立

若島）。 真鶴岬では残ぱんをあさるため涌岸

にも11Iる。 (R) 

， 
44. モズ科 (LANIIDJE)

モス頂~, (Lanius) 

233. チゴモズ Laniustigrin11s 

アジア東部に繁殖。わが国へは本州に夏島

として渡来する。県下では横浜市白楽 （1966

• 16fo)で繁殖した記録（高野伸二氏 ・1967)
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があるが数は少ない。 (S) 

234. モズ Laniusbucephalus 
アジア東部に繁殖。全国に広く分布し、平

地から低山の林縁や林に繁殖し、冬季平地に

源行する。県下各地に将通。伐採地があれば

森林にも入る。 (R) 

235. アカモズ La11iuscrislatus 

アジア中東部に繁殖。わが国では北海道、

本州中部以北に反店として渡来し、山地の林

で繁殖する。県下でば丹沢 ・箱根などの山地

で観察される。 (S) 

45. レンジ ャク科 (BOMBYCILLID巫）

レンジャク属 (Bombycilla)

236. キレンジャク Bombycillagarmlus 

全北区の北綽70度と55度の範囲に繁殖。ゎ

が国へは北悔道以南に冬島として渡来する

が、主に北悔道と東日本に多い。渡来数は年

により不規則低山幣以下の林にすみ、市街地

にも、出現する。箱根 (rn代道弥氏 1969)

からの記録がある。 (W) 

237. ヒレンジャク BomlIycilloj(i/)01lica 

アジア東部の狭い地城に繁殖。北海道以南

に秋季冬店として渡来し、低山幣以下の林に

生息するが、主に西日本に多い。渡来数は年

により不規則。箱根 (nl代逍弥氏 1969) か

らの記録がある。 (W) 

46. カワガラス科 (CINCLID巫）

カワガラス屈（Ci11cl11s)

238. カワガラス Ciuclus加llasii

旧北区極東部と東洋区東部に繁殖。全国の

山地渓流に留、I，•ふとして生息し、 冬季もあまり

大きな移動はしない。少j•沢 ・ 箱根などの山地

渓流に普通に観察される。 (R) 

47. ミ‘ノサザイ科 (TROGLODYTID氾）

ミソサザイ屈 (Troglodytes)

239. ミソサザイ Troglodytestroglodytes 

全北区と東洋区の一部の北緯70度と24度の

範囲に繁殖。全同の山地の渓流沿いの薄暗Vヽ

林に繁殖し冬季それ以下の低山、山麓に源行

し越冬する。丹沢 ・箱根などの山地で観察さ

れる。 (R) 

48. イワヒパリ科 (PRUNELLIDJE)

イワヒバリ属 （Prunella)

240. イワヒバリ Prune/lacol/aris 

旧北区の北緯54度と24度の範囲に繁殖。ゎ

が国では本州中部の祁山で繁殖し、冬季は椋

莉の低い山地に越冬する。貼下ではJ`l•沢から

記録されている（柴m敏隆氏 1964)。 (W) 
241. カヤクグリ PrI{nellarI¢bida 

日本列品に固有。亜高111部の針菜樹林や麻

山のハイマツ帯に繁殖し、冬季低山へ源行し

越冬する。県下ではJ‘}沢 ・箱根などの山地で

観察される冬島である。 (W) 

49. ヒタキ科 (MUSCICAPIDJE)

a. ッグミ亜科 (TURDIN巫）

コマドリ屈（,~·rithacus)

242. コマドリ 応ithac11sa!whige 

H本列品周辺に固有。九州以北、伊豆七品

足久島に夏、様として渡来し、亜麻山帯以下の

深い森林に繁殖する。 冬季中国南部に渡るも

のもある。丹沢 ・箱根などの山地で観察され

る。 (S)

243. ノゴマ f:'rithocnscollio/Je 

アジアの中北部の亜寒帯針築樹林で繁殖。

わが国では北悔道に繁殖し、本少＇‘|以南では旅

島として通過する。 貼下では1J3代追弥氏 (19

69)の目録にあるのみ。 (Tr) 

2牡 コルリ t'rilh(/c11scyane 

(pl. 13. fig. 1) 

アジア東部に繁殖し、東南アジアに越冬す

る。わが国へは、本州、北悔道に反、比として渡

来し、落袋広葉樹林の設に繁殖する。県下で

は丹沢 ・箱根などの山地で観察される。 (S) 

245. ルリビタキ Eritll(lCl/ScyanIIrIIS 

アジア東南部に繁殖。わが国では、 本少1•I 中

部以北の亜麻山針葉樹林に限り繁殖し、冬季

本州中部以南の低地の林に渫行して越冬す
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る。県下では丹沢 ・箱根などの山地で観察さ

れる。 (R) 

ジョウビタキJ函 (Phoeniwrus)

246. ジョウビタキ Phoenicurttsauroreus 

旧北区東北部に繁殖。わが国には冬鳥（北

海道では旅）為）としてほぼ全国に渡来する。

平地から低山の林緑に単独で生活する。県下

各地に拌通でif/):}やでみることもある。 CW) 

ノビタキ）函 (Saxicola)

247. ノビタキ Saxicolatorquata 

Ill北区と東洋区の一部、北緯70度と南緯35

度の広い範囲に繁殖。わが国へは本・）‘|•|中部以

北の乾燥した莉地章原、北悔道の平地草原に

繁殖。県下では渡りの際、海岸、河口の草原

にみられる。洒匂川河口 1羽（1968• "/ix)、

毘沙門1羽 (1973.25/o:)、相模川河口 3羽

(1973. 30/ I'(:浜口哲ー氏観察）など。 (St) 

イソヒヨドリk],(Monticola) 

248. イソヒヨドリJ¥tfonticolasolitarius 

中国 ・中束部から、中近東、 ヨーロ ッパ南

部アフリカ北部にかけて梢状に分布。わが国

では全国の海洋の岩地に繁殖するが、北部日

本のものは冬季温暖な地方に漂行するものも

ある。肌下各地の料礁悔岸に普通で、内陸で

みかけるこ ともある。 (R) 

ッグミ屈 (Turdus)

249． マミジロ ［1trd1tssibiricus 

In北区中 ・東部の北緯69度と35度の範囲に

繁殖し、インド、東南アジアに越冬する。ゎ

が国へは区），・↓として渡来し、木州中部以北の

落策広築樹林で繁殖する。貼下では丹沢 ・箱

根などの山地で観察される。 (S) 

250. トラッグミ TItrdItsd(U(ma 

旧北区中 ・東部、東洋区、オセアニア区に

繁殖。わが同では本外1以北の低山帯から亜高

山までの落娯広策樹林で繁殖し、本州中部以

南の平地や低1_IIの蔀II行い林に越冬する。県下

各地に将通。 (R) 

251. クロッグミ T匹 duscan/is 

アジア東部に繁殖。わが国へは夏烏として

渡来し、 中国南部、インドシナで越冬する。

四国以北の低山幣落策広娯樹林で繁殖する。

県下では丹沢 ・箱根などの山地で観察され

る。 (S)

252. アカハラ T1trr/11schiysolaus 

(pl. 13. fig. 2) 

日本列島周辺に特産で、本ヽ）•|•|中部以北の低

山幣から亜商,,,幣下部の落策広莱樹林で繁殖

し、冬季は低地に涼行し、菊暗い林を好む。

県下各地に普通。 (R) 

253. シロハラ Turduspa/lidus 
旧北区東北部の亜寒幣林に繁殖。わが国へ

は本州以南に冬島（北悔追では旅）品）として

渡来し、・低山幣以ドの林に単独で生活する。

県下各地で観察される。 CW) 

254. マミチャジナイ Turdusobscums 

旧北区中 ・東部の主に北緯69炭と45疫の範

囲に繁殖し、中国南部、東南アジアなどに越

冬する。わが国へは主に秋に渡来す る旅島

で、山地や平地の林に生息する。県下では、

丹沢 ・箱根などの山地で観察される。 (Tr) 

255. ッグミ Turdusna11mmmi 

旧北区中 ・東部の北緯7l度と52度の範囲に

繁殖。わが国へは秋に大群で渡来する。 肌下

各地の山地、 特にnflけた股耕地などに普通
で、悔芹：にも出るが、越冬地では、大きな群

れはつくらない。 (W) 

b. ウグイス亜科 (SYLVIIN巫）

ウグイス）函(Cettia)

256. ヤプサメ Cettiasquameiceps 

アジア極束部の狭い範囲に繁殖し、東南ア

ジアに渡り越冬する。わが国では四国以北に

夏烏として渡来し、沢沿いの汲林に繁殖する

が目立たない。 原下各地の山地に将通。 (S) 

257. ウグイス Cettiadiphone 

アジア極東部に繁殖し、中国南部、東南ア

ジアに渡る。わが同では低山から莉山までの

密生したやぶ地に広く分布する。冬季平地に

渫行し、市街地にもよくみられる。県下各地

に普通。 (R) 

オオセ・、，力 屈 (Megal111.•/IS)
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258, オオセ ッカ Meg叫ItrltS/)ryeri 

中国東部に少数が分布する他、 わが国では

胄森県と宮城県で繁殖が確認されただけの珍

烏。冬季関東、東悔地方の温暖な地方に源行

するがごくまれである。県下からは横浜 (18

83)からの古い記録があるのみ。 (W?) 

センニュウ）1函 (locustella)

259. シマセンニュウ locustellc.↓ ochotensis

極東アジアの東北部の沿海地方に繁殖し、

東南アジアに渡る。わが国では北海道の平地

に繁殖する他、伊豆七島、本ヽ州には局所的に

飛石的に分布し繁殖する。県下では渡りのと

き通過するだけと思われる。横須質市久里浜

雌1羽(1962• 8 / X :柴田敏隆氏）、鎌倉市玉

縄1羽（1969.27 /ix :柴田敏隆氏）の採媒記

録2例がある。 (Tr) 

260. マキノセンニュウ

Locustella lenceolata 

II]北区中央部と東部の北緯63度と39疫の範

囲に繁殆し、南アジアに越冬する。わが国で

は北悔道と本少！9|中部の山地に少数が繁殖し、

本），1、|以西では旅I油である。県下からは 1例

("Kanagawa’'日本烏類目録改訂4版 1958)

あるのみ。 (Tr) 

コヨ シキ リ屈 (flcroce/]}/,{llus)

261. コヨシキリ Acroceph瓜usbistrigiceps 

アジア東北部で繁殖し、冬季東南アジア方

面に渡る。主に本州中部以北の山地草））代に繁

殖する。県下では酒匂川河口（杉崎一雄氏

1968)や箱根（田代道弥氏 1969)から記録

されている。 (S) 

262. オオヨシキリ

Acrocephalus arundmaceus 
旧北区の北緯60度と26疫の範囲に繁殖し、

冬季南アフリカや南インドに渡る。わが国に

は全国に及烏として渡来し水辺の沌原に 多

い。 鎌店市深沢（1968• 17/ V)、 酒匂川河口

(1968 • 3/11)、鶴巻温泉（1973• 4 /11)、川崎市

登戸多岸川 （1973• 13/ 11)など。 (S) 

ムシクイ屈 (Phylloscopns)
263. メボソムシクイ

Ph.ylloscoJJus borealis 

旧北区と新北区北西部に繁殖。わが国では

四国以北の亜高山針業樹林に限り繁殖し、春

と秋の渡りの季節には平地の林や市街地にも

出現する。県下では丹沢 ・箱根などの山地で

観察される。 (S) 

264. エゾムシクイ Phylloscopustenellipes 

日本を中心に、アジア極東部の狭い範囲に

繁殖し、東南アジアに越冬する。 わが国へ

は、本州中部以北に夏鳥として渡来し、亜高

山幣下部の針葉樹林や落莱広莱樹林に繁殖す

る。県下では、丹沢で観察される。 (S) 

265. センダイムシクイ

Ph.yllosco/ms occipitalts 

アジア東部に繁殖。わが国では、九州以北

の低山幣落葉広葉樹林に繁殖し、 繁殖期はム

シクイ、エゾムシクイ、センダイムシクイの

順に繁殖現境が低地へ移り ほぽ住み分ける。

渡りの季節には市街地にも出現する。県下各

地の山地に普通。 (S) 

キクイタダキ屈 (Regulus)

266. キクイタダキ Regulusregultts 

旧北区の北緯70度と25度の範囲に繁殖。ゎ

が国では本州中部以北の亜高山針策樹林に繁

殖し、冬季それ以下の針菜林に涙行する。 他

に北方から冬鳥としても多数渡来し、越冬す

る。丹沢鍋割沢出会いで 2羽（1968・2 />JI)を

観察した。 (W) 

セッカ屈 (Cisticola)

267. セッカ Cisticolajuncidis 

旧北区、エチオ ピア区、東洋区、オセアニ

ア区の北緯45度と南緯35度の広い範囲に繁

殖。わが国では、本外'|以南の蔀原、草原、裔

原などに繁殖し、北方及び高地のものは、冬

季、温暖な地方に源行する。県下各地のイネ

科の草の茂った草原に普通で、越冬するもの

もある。 (R) 

c. ヒタキ亜科 (MUSCICAPINlE)

ヒタキ属 (Muscicapa)
268. キビタキ Muscicapanarcissina 
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アジア東部に繁殖し、北方のものは、冬季

東南アジアに渡る。わが国へはほぼ全国の低

山帯に反烏として渡来し、落葉広葉樹林で繁

殖する。渡りの季節には市街地でもみられる。

例えば、大和市南林問雌1羽（1972• 28/IXう。

県下各地の山地で観察される。 (S) 

269. ムギマキ Muscicapamugimalei 
旧北区東部の針莱樹林に繁殖し、東南アジ

アに越冬する。わが国には春と秋の渡りの時

期にみられる旅烏であるが、多くはない。県

下からは鶴見区三ツ池（194-2• 21/ X :高山一

彦氏観察） の記録がある。 (Tr) 

270. オオルリ Muscica/Jacyanomelana 

アジア東部に繁殖し、東南アジアに渡り越

冬する。ほぽ全国に夏鳥として渡来し、低山

帯の沢沿いの林に繁殖する。丹沢 ・箱根など

の山地で普通に観察される。 CS) 

271. サメビタキ Muscicapasibirica 
アジア東北部と南部に繁殖し、北方の個体

群は冬季東南アジアに渡る。わが国へは夏烏

として渡来し、 本少I•I中部以北の亜高山帯針策

樹林に繁殖する。繁殖探境はコサメビタキよ

りも高い。渡りの時は低地にも出現する。西

丹沢ゴーラ沢出合いで2羽（1969.ZO/ [()を

観察した。 (Tr) 

272. エゾビタキ MuscicajJagriseisticta 

(pl. 14. fig. 1) 

アジア東北部で繁殖し東南部に越冬する。

わが国でも繁殖するものが少数いるが、多く

は秋の渡りの季節に出現する旅烏である。県

下各地の平地から低山帯の林で観察される

が、単独でいることが多い。相模川河口で1

羽（1973.24/iX)を観察した。 (Tr) 

273. コサメビタキ Muscicapalatirostris 
アジア東部と南部に繁殖し、冬季中国、東

南アジアに渡る。わが国では標高1,800m以

下の明るい林に繁殖し、渡りの季節には平地

の林でもみられる。県下各地の山地で観察さ

れる。 CS) 

d. サンコ ウチ ョウ亜科

(MONARCHINJE) 

サンコウチ ョウ屈 (Ter/Jsi/Jhone)

274. サンコウチ ョウ

Terpsiphone atrocaudata 
台湾、フィリッヒ ン゚北部で繁殖する他、本

州北部以南に夏烏として渡来し、低山帯の常

緑広葉樹林で繁殖する。冬季東南アジアに渡

り越冬する。県下各地に普通。 (S) 

50. シジュウカラ科 (PARID.lE)

シジュウカラ），rf,（Parus) 

275. コガラ Parusmontanus 

旧北区の北緯70度と34度の範囲に繁殖。ゎ

か国では北海道から九州までの落葉広策樹林

から亜高山針葉樹林に繁殖し、冬季それ以下

の山地の林に源行するが、平地でみかけるこ

とは少ない。県下では丹沢・ 箱根などの山地

に普通。 (R) 

276. ヒガラ Parusater 

(pl. 14. fig. 2) 

旧北区と東洋区の一部の北緯67度と24度の

範囲に繁殖。針広混交樹林をほぼ全国の低山

帯から亜高山幣の針広混交樹林に繁殖し、冬

季それ以下の山地の林に源行するが、平地で

みかけることは少ない。県下では丹沢 ・箱根

などの山地に普通。 (R) 

277. ヤマガラ Pantsvarius 

日本列島周辺に固有。亜高山帯以下の常緑

広策樹を好み暖地に多い。冬季も大きな移動

はしない。県下各地の山地に普通。 (R) 

278. シジュウカラ Parusmajor 

旧北区と東洋区の北緯68度と南緯10度の範

囲に繁殖。全国の亜高山帯以下の落策広葉樹

林に普通に繁殖する。県下各地に普通。(R)

エナガ），品 (Aegithalos)

279. エナガ Aegithalos caudatus 

旧北区の北緯70度（アジアでは61度）と27

度の範囲に繁殖。ほぼ全国の亜高山帯以下の

広葉樹林や針広混交林に繁殖し、冬季はそ

れ以下の山地の林に標行する。県下各地に普

通。 (R)

-30 -



51. ゴジュウカラ科 (SITTIDJE)

ゴジュウカラ屈 (Sitta)

280. ゴジュウカラ Sittaeuropaea 
旧北区と東洋区の北緯66度と10度の範囲に

繁殖。わが国では、全国の山地の落葉広葉樹

林に繁殖し、冬季それ以下の山地の林に移動

する。本）、1、|中部以北では平地でみることは少

ない。県下では丹沢 ・箱根などの山地に普通

で山小屋のゴミ拾場でも採餌する。 CR) 

52. キバシリ科 (CERTHIID氾）

キバシリ屈 （Certhia)

281. キバシリ Cerlhiafi（↓miliaris 

全北区の北緯70度と15度の範囲に繁殖。ゎ

が国では、四国以北の亜高山針業樹林に繁

殖。冬季それ以下の山地の林に漂行するが、

平地でみられることは少なく数も多くはな

い。県下では、丹沢と箱根で観察されてい

る。 (W?) 

53. メジロ科 (ZOSTEROPID巫）

メジロ）;?:,(Zosterops) 
282. メジロ Zosterops匹tpebrosa

アジア東南部に繁殖。全国の平地から山地

の常緑広葉樹林に繁殖し、冬季北方及び山地

のものは温暖な地方に源行する。県下各地に

普通に観察される。 (R) 

54. ホオジロ科 (EMBERIZID巫）

ホオジロ屈 （/1'mberiza)

283. ホオジロ L.’Inberiz（↓ cioides

アジア中・東部の中緯度に繁殖。わが国で

はほとんど全国に分布し平地から山地の明る

い林縁や低木林などに繁殖する。県下各地に

普通で森林伐採地にも侵入する。 (R) 

284. コジュリン幻nbei-izayessoensis 

中国北部、朝鮮、日本などに繁殖し、中国

東部に越冬する。わが国では本州中部以北の

高原で繁殖する他、関東地方の一部の平野で

も繁殖する。温暖な地方の草原や麻原で越冬

するが少ない。 箱根須雲川3羽(1952• 22/ V 

：田代道弥氏）酒匂川河口夏羽雄1羽（1957・｀ ：杉崎一雄氏）が記録されている。 (W) 
285. ホオアカ Emberiwfucata 

(pl. 14. fig. 3) 

アジア ・中東部に繁殖。わが国では九州の

一部、本州中部以北、北浦道の草原に繁殖

し、冬季、温暖な地方の平地の耕地、水田刈

跡などに源行分る。鎌店市深沢雄1羽（1968・

30！り、酒匂川河口嘲る雄1羽 (1968• 4 /w) 

など。 (R) 

286. カシラダカ Emberizarustica 

旧北区北部の北緯69度と 48度の範囲に繁

殖。わが国には全国に冬烏として渡来し、低

山の落葉樹林、河原の消原、水田刈跡など明

るい場所に多い。県下各地に普通。 CW) 

287. ミヤマホオジロ Emberiza elegans 

旧北区東部の亜寒帯林に繁殖。対島では繁

殖するものもあるが、わが国には多くは冬烏

として渡来し、本州中部以西に多く、東日本

には少ない。

県下への渡来数は少なく、近年では三浦半

島久村雄1羽、雌1羽（1963• 12/ m野烏の会

横浜支 ・報 No.44)、箱根明神岳雄1羽（1965

・田 野烏の会横浜支 ・報 No.54)の観察例

がある。 (W) 

288. シマアオジ じrnberizaaureola 

旧北区北部の北緯68度と42度の範囲に繁殖

し、大陸沿いに熱帯アジアに渡り越冬する。

わが国では、 北海道に夏鳥であるが本州以南

ではほとんど見られない。県下では迷烏で横

浜付近の古い記録があるのみ。 (St) 

289. ノジコ Emberizasulphumta 
日本に固有で、冬季南日本、台湾、中国南

部、 フ ィリッ ビン北部などに越冬する 。 本少1•I

中部の山地の草原に繁殖するが局所的で少な

い。 県下からは、籾山徳太郎氏 （1917)、田

代道弥氏 （1969)の目録に記録がある。(R)

290. アオジ Emberizaspodocephala 
東1日北区東部の亜寒幣から温帯にかけて、

繁殖し、中国南部、イ ンドシナ北部、インド

北部などに渡って越冬する。わが国では、
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本）•I•1中部以北の山地の明るい林に繁殖し、 本

州中部以西の低地で越冬する。越冬地では、

かなりうす暗い茂みを好み明るに掲所には出

ない。県下各地に普通。 (R) 

291. クロジ Emberizavariabilis 

(pl. 15. fig. 1) 

アジア東北部に繁殖。わが国では、本州以

北の亜高山の林で繁殖し、冬季低山幣または

それ以下の薄暗い林に越冬する。鎌店市佐助

で雄1羽（1973• 27/ m)、同雌1羽 (28/,)を観

察した。 CW) 

292. オオジュリン Ernberizaschoeniclus 

北東部を除く旧北区の北緯71度と34度の範

囲に繁殖。 わが国では北海道に繁殖し、 本）•卜1

以南に越冬する。県下では、河口、悔岸、埋

立地などの草原にみられる。相模川河口約8

羽 （1969• 10/ I)、磯子中原数羽（1969• 28/ I) 

三浦半島黒崎の昴1羽(1969.24/ i)、磯子中

原3羽(1969.7 /iV)、酒匂川河口数羽(1970

• 30/,)など。 (W) 

55. アトリ科 (FRINGILLID.lE)

アトリ屈 (Fringilla)

293. アトリ FrmgillamontifJ・ingilla

旧北区北部の北緯70度と 50度の範囲に繁

殖。わが国では冬烏として、低地から低山拙

の林に群れをなして渡来するが、本州北部、

日本海側に普通。丹沢 ・箱根などの山地の落

策広葉樹林や股耕地で観察されるが、県下で

は多くはない。 CW) 

ハギマシコ屈（Leurosticte)

294. ノヽ ギマシコ Leucostictearctoa 

(pl. 15. fig. 2) 

東旧北区中央部と東部の一部、新北区北西

部に繁殖。全国に冬鳥として渡来するが西日

本には少ない。北悔道では繁殖している可能

性がある。丹沢桁洞丸ヒコサンヒメシャラの

実を食べる20数羽(1967.27は ：新井ー政氏

観察）、塔ケ岳で約65羽（1968.21は）、札掛で

約25羽 (1968• 5 / 1)を観察した。 (W) 

ヒワ屈（Carduelis)

295. カワ ラヒワ Carduelissinica 

アジア東部に繁殖。全国の平地から低山の

明るい林で繁殖する他、冬季北方の個体群が

渡来する。公園など森林があれば都会地でも

繁殖する。例えば、横浜市中区一帯（1968• 
23/ 11)。県下各地の低山平野に普通の留島で悔

岸にも出て採餌する。 CR) 

296. マヒワ Cardueliss/)ilil/S 

旧北区西部と中央部の北緯64度と27度の範

囲に繁殖。わが国では北悔道と本外1の山地の．

針葉樹林で局所的に繁殖するものがあるが、

多くは冬鳥として渡来し、主に本州以南の山

地の落葉広葉樹林に越冬する。丹沢大店尾根

約12羽（1968・2/)J)丹沢ゴーラ沢出会いミ

ヤマヤシャブシの実を食べる約25羽の群れ

(1968. 21/w)、塔ケ岳約55羽 (1968・1/)J)、

札掛15羽（1968• 5 / I)など。 CW) 

イスカ屈 (Loxia)

297. イスカ Loxiawrvirostra 

全北区、東洋区、新熟帯区北西部の北緯68

疫と12度の範囲に繁殖。わが国では本）、卜1、北

海道（？）に少数が繁殖するが、多くは冬烏と

して渡来し、低山帯の針薬樹林に越冬する。箱

根（田代道弥氏 1969)の記録がある。 (W) 

298. ・ナキイスカ Loxialeucoptera 

全北区北部の北緯68度と45度の範囲に繁

殖。わが国には冬烏としてイスカの群れに混

じって渡来するが少ない。 足柄上郡三保雄1

羽（1953• 12/ I)、同雌1羽(1955• 28/ I : ifi 

棲幸保氏 1965)の記録がある。 (W) 

ベニマシコ屈 (Uragus)

299. ベニマシコ Uragussibiricus 

旧北区中部東南部に繁殖。わが国では、北

悔道に夏応で、青森県での繁殖記録もあるが、

本州以南に多くは冬烏として渡来し、低山帯

以下のブッシュに生活し森林には入らない。

丹沢の札掛一宮ケ瀬で雄2羽、雌1羽（1968

• 6 f I)、丹沢長者舎で雄1羽（1970• 23/ m)を

饒察した。 (W) 

ウソ屈 (Pyrrhula)

300. ウソ Pyrrhulapyrrhula 
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Iii北部の北部、西部の北緯70度と30製の範

囲に繁殖。わが国ではリ［高山幣針策樹林で

繁殖し、冬季低山の落簗樹林に浜行する。丹

沢札掛で雌1羽（1968• 6 / I)箱根芹ノ湖畔

でマメザクラとウツギの実の新芽を食べる 5

羽(1970• 12/ I)を観察した。 (W) 

イカル屈(t.'ophona)
301. イカル 1~·0/Jhonapersona/a 
束旧北区東部に繁殖。 わが国では本少1•I北部

北海道では以烏、本州中部では主に留島であ

るが冬季平地へ下る。西日本では主に冬、烏で

ある。低山幣の落菜広菓樹林に多く生息、す

る。丹沢鍋祁ll沢出会い一塔ケ岳タカオモミ

ジの実を食べる 7~ 9羽(1968• 2 />.11)、箱根

湖肌ガマズミの実を食べる25羽 (1970.12/心

泊川村別所、嘲る雄 1羽（1972.28/ 11) な

ど。 (R)

シメ屈（Co('cotlu•aI(Sie.s)

302. シメ Coccothra11stescoccothra11s!(JS 

旧北区の北緯60度と30陵の範囲に繁殖。ゎ

が国では北悔追、本J•I、1で局所的に繁殖する 。

多くは冬烏として渡来し、広葉樹林に多く生

息するが、例えば、野毛山公園など都会地で

も樹木の多い所にもみられる。県下各地に将

通であるが多くは単独または 2羽でいるこ と

が多い。 (W) 

56. カエデチョ ウ科 (ESTRILDID巫）

カエデチ ョウh国(t:・strilda)
303. ベニスズメ l•、.strilda amandau(↓ 

(pl. 16. fig. 1) 

東南アジアが/Ji(産地。飼烏が逃げて野生化

したもので、温暖な地方の都市周辺の話原で

自然繁殖している。洒匂川河口 7羽(1968• 

IIII¥)、横浜市磯子区中原20数羽 (1968• 28/ X) 

川崎市登戸多咽川 2羽（1973• 8 /11)、磯子区

中原10数羽（1971t• 16/ I)など。 (R) 

キンパラ）浜 (Lonclwra)

304. プンチ臼ウ LoI1cluけaoryziuora 

(pl. 16. fig. 2) 

世界各地で野生化しているが、原産地は東

南アジア、インド。飼）．． 、しが逃げて且f•生化した

もので、本州中部以西の温暖な太平洋側に繁

殖している。横浜市戸塚区俣野町19羽（1973

• 30/ I)、小田原市栢山2羽(1973.23/ I')な

ど。 (R)

5?. ハタオ リドリ科 (PLOCEID巫）

スズメ屈 (Passer)

305. ニュウナイスズメ Passermtila11s 

束Iii北区極東部と東洋区北部に繁殖。わが

国では木）9|9|中北部の商原、北海道に緊殖。主

に樹洞に営巣するが、スズメの進入している

所では人家にも営巣する。中部以西に冬恥と

して渡る。県下では、籾山徳太郎氏（1917)

の他、箱根（田代道弥氏 1969)からの記録

があるが少ない。 (W) 

306. スズメ Passer111ontan11s 

lfl北区、東洋区の北緯71度と南綽10度の範

1ll1に繁殖。北方の個体群は冬季南へ渡る。

わが国には日本列島に広く留島として分布

し、特に人家付近に多い。樹洞に営巣するも

のもいるが、多くは人家など人為環脱に‘料；巣

する。コシアカツバメやイワッパメの巣を占

領することもある。森林に入ることはない

が、聞けた人為取椀があれば泊j原山地や悔痒

にも進出する。県下各地の低地に極めて普

通。 (R)

58. ムクドリ科 (STURNID巫）

ムクドリ}.oJ!,(St111'1//tS) 

307. コムクドリ St11rn11sstunws 

アジア東部と東南部に繁殖し、ビルマ、マ

レイ半品などに越冬する。わが同では、本）i9|

中部以北、北海道に繁殖し、以西では旅）品で

ある。洒匂）ll河口で10数羽（1957• 14ハn~19ハIi
：杉崎一雄氏）が観察されている。 (S) 

308. ムクドリ StIU'1tlISClller(iceus 

アジア東部に繁殖し、北方の個体群は渡リ

をする。全国の農耕地、村落、市街地に極め

て普通で、特に水田地帯を好む。県下各地に

普通の留烏で、横浜市内ではビルの通氣孔な
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どにも営巣している。

59. カラス科 (CORVID氾）

カケス屈 (Carmlus)

309. カケス C(U'rultヽsglandarius 

(R) 

旧北区と東洋区北部の北緯65度と15度の範

囲に繁殖。全国の山地の森林で繁殖し、冬季は

温暖な地方へ移動する。 県下各地の山地に普

通で、冬季は平地の林でも観察される。 (R)

オナガ屈（Cya11opica)

310. オナガ Cynnopicacyana 

分布の中心は極束アジアで、イベリア半島

に隔離分布する。日本における分布は局所的

で、 ）L少1•I佐収地方では 1958年を境に姿を梢

し、兵府県でば近年著しく減少し、逆に関

束、東北、北陸地方に拡りつつある。県下で

も1965年を脱に小田原以西に拡がり、三浦半

島（柴田敏隆氏 1971)では1960年頃を脱に南

下し、城 ヶ島まで逹している。 (R) 

ホシガラス屈 (N1ヽcifraga)

31]. ホシガラス Nuc泊agacaryocatactes 

(pl. 16. fig. 3) 

In北区の北糾67度 と24度の範囲に繁殖。ゎ

が国では全国の亜邸山針葉樹林に限り繁殖す

るが本州中部以北に多い。冬季低地の森林に

泣行するが、平地でみることは少ない。県下

からは、鎌倉市天園5羽(1951-• 5 / IV :柴田

敏隆氏 1956)、相模湖町尿信山2羽 (1973• 

14il’ ：大場達之氏観察）から記録されてい
る。 (W)

カラス屈（Corvus)

312. コクマルガラス Corvusmonedu/a 

アフリカ北部、 ヨーロッパ、アジア中 ・西

部に繁殖。わが国にはまれに渡来するが日本

海側に多い。横浜付近からの古い記録1例が

あるのみ。 (St) 

313. ミヤマガラス Corvus/mgilegus 

旧北区の北緯63度 と27度の範囲に繁殖。ゎ

が国には）し州の北西部地方に冬島として渡来

するが、その他の地方ではまれである。県下

では横浜からの古い記録があるのみ。 (St) 

314. ハシボ~ソガラス Corvus coroJ/e 

旧北区と束洋区の一部、北緯72疫と24疫の

範囲に繁殖し、北方の個体群は冬季南に渡

る。村落、耕地、海岸などの低地から低山幣

の開けた場所に広く 分布する。貼下各地に普

通。 (R)

315. ハシプトガラス

Corvus macrorhync/J.os 

アジア東南部に繁殖。低地から山地まで広

く分布する。県下では海岸から丹沢の山l真ま

で広く分布し、都会にも多い。 CR) 
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